
 

  

令和５年３月  滋賀県立虎姫高等学校 
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研究開発実施報告書（経過措置１年次） 



巻  頭  言 

 

滋賀県立虎姫高等学校長  兼房 一浩 

 

JSTが運用する電子ジャーナルサイト J-STAGEで、学術誌「高分子」に掲載された 1962年の盛

田昭夫氏（当時ソニー副社長）の寄稿を見つけた。高度経済成長の中、数々の新商品を開発、

ヒットさせ、業界の先駆的な存在であったソニーを、盛田氏は創業者の一人として率いていた。

盛田氏は、当時一世を風靡していたカセットテープレコーダーやトランジスタラジオといった目

玉商品について、“われわれが最初に思いついたものではなく、多少他社より早く能率よく手が

けただけで、ここに、ソニーに残された非常に大きな問題点がある”と述べた上で、次のように

書いている。 

世界中のだれもが手がけていないことを思いついたとき，徹底的にサーベイをして，将来ものになると

判断を下したら，思い切って会社の総力をあげて，これを具体化してしまうという勇気は，ビニロンと

か，味の素とかのいくつかの例を除いて，一般論として,日本人には欠けているように思われ，また，私

どもも残念ながらもっていないのです。ところが，アメリカあたりでは，何がなんでもやり遂げるとい

う勇気は，西部開拓時代の伝統をひくパィオニアスピリット，フロンティアスピリットの中にあるわけ

で，こういう意味で，日本中の皆様方，日本のいろんな企業の中にも，必ず何か，本気でやれば役に立

つものが，埋れているような気がするのですが，この中から，一つのものをとり上げ，そこへ集中でき

るだけの勇気と，確信をもつだけ十分に勉強していただきたいと同時に，それを発見する技術というも

のにも，私は十分理解をもっていただきたいと思います。 （盛田,1962,『高分子』Vol.11 p.543） 

それから 70 年以上が経過し、科学技術は飛躍的に進歩し、我々は当時と比較にならないほど

快適な生活を手に入れた。その一方で、世界における日本の地位低下、とりわけ研究開発力の低

下が強く危惧されている。盛田氏が高度経済成長の真っ只中にあってなお、日本の経営者や研究

者に求めた“パイオニア精神”は、今日の日本にこそ必要なのではないか。次の時代を担う若者

を育てる我々の日々の営みも、あらためて省みる必要があるのではないか。 

さて、未来の科学技術系人材を育てるＳＳＨ校として平成 24 年度にスタートを切った本校も、

２期 10年余が経過しました。Science for Allを掲げ、すべての生徒を対象に、３つの力（探求

力・表現力・協働力）と２つの態度（主体的な態度・科学的な態度）を育成することを目的とし、

学校設定科目「究理」を軸に、高大連携や課題研究をはじめとする様々な探究活動の取り組みを

進め、一定の成果をあげてきたものと考えております。 

一方、本校が位置する県北部地域は、グローバル化の進行とともに人口減少という大きな課題

を抱え、地域創生が大きなテーマとなっています。そのような中、本校も、新しい社会を牽引す

るイノベーションの担い手を創出するという大きな使命を担っており、ＳＳＨ事業においても、

新たな学問領域への挑戦、文系生徒も巻き込んだ文理の枠組みを超えた課題の探究、さらには完

成年度を迎えた国際バカロレア教育との共創など、次なる第Ⅲ期指定に向けて更なるチャレンジ

を図っていきたいと考えております。 

最後になりましたが、ここに本年度の取組を報告としてまとめました。多くの方々にご覧いた

だきご意見をいただくことで、更なる取組の深化を図り、より有為な人材の育成と一層魅力ある

学校づくりに努めていきたいと考えております。 

事業推進に関してご指導いただいております文部科学省、科学技術振興機構、滋賀県教育委員

会、各運営指導委員ほか関係の皆様方には改めて厚く御礼申し上げますとともに、引き続きご指

導ご支援を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶といたします。 

        令和５年２月 
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別紙様式１－１ 
滋賀県立虎姫高等学校 経過措置 04～05 

 
❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
 ① 研究開発課題  

主体的に学び行動する専門家及び市民を育成するための科学教育プログラムの研究 
 ② 研究開発の概要  
２期目の重点項目に関わる内容と、昨年度までの内容の改善事項について主なものを以下に記載する。 

Ⅰ）探究学習カリキュラムの拡充：「究理Ⅲ」を開設し、３年間を通した探究カリキュラムが完成した。 

Ⅱ）普及性・普遍性ある授業法・評価法の研究：『究理Ⅱ』では、課題研究で地域性のある課題を取り

扱うようになった。また、生徒のメタ認知能力に関する分析を行った。 

Ⅲ）科学と社会のつながりを考える取組の充実：様々な科目で教科横断的・探究的な授業展開を実施し

た。『究理Ⅰ』フィールドワークのテーマにＳＤＧｓを取り入れた。 

Ⅳ）学びと探究に関する倫理観の涵養：『究理Ⅰ』では、生徒全員がレポートの本文中に引用を明記す

るようになった。『究理Ⅱ』では研究の安全に関する指導をゼミごとに行った。 

Ⅴ）その他：普及活動を活性化させた。（ＨＰの改修、校外での教員による普及など） 
 ③ 令和４年度実施規模  

 
 
 
 
 
 
 

学科・コース 
１年生 ２年生 ３年生 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 

文系 
197 5 

79 2 100 2.5 

594 17 理系 107 3 97 2.5 

ＩＢ   10 1 6 1 

（備考）事業によって以下の６通りの規模を設定した。 

・第１学年全生徒（197 名）  ・第２学年理系全生徒（107 名） 

・第３学年理系全生徒（97 名）・第３学年文系生徒（100 名）・全校生徒（594 名）  

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 
各年次における計画項目の行頭番号は、以下の大項目に属することを表す。 

  Ⅰ）探究学習カリキュラムの拡充   Ⅱ）普及性・普遍性ある授業法・評価法の研究 

  Ⅲ）科学と社会のつながりを考える取組の充実 Ⅳ）学びと探究に関する倫理観の涵養 

Ⅴ）その他の取組・改善 

第１年次 Ⅰ）『究理Ⅱ』Ｄコースの実施時間数の拡充 

Ⅱ）『究理Ⅱ』Ｄコースにおける課題設定方法の改善 

Ⅱ）『究理Ⅰ』の実施形態の改善 

Ⅲ）『究理Ⅱ』Ｓコースにおける専門家との連携の円滑化 

Ⅲ）大学、地域との連携の円滑にする取組の実施・改善 

Ⅳ）学びと探究に関する倫理観の涵養の継続、深化、普及 

Ⅴ）ＳＳ科目・探究科目の実施形態の改善、授業改善の発展 

第２年次 Ⅰ）『究理Ⅱ』Ｄコースの実施時間数の拡充 

Ⅱ）『究理Ⅱ』Ｄコースにおける課題設定方法の改善 

Ⅱ）『究理』における自走化を視野に入れた実施形態の改善 

Ⅲ）『究理Ⅱ』Ｓコースにおける専門家との連携の円滑化 

Ⅲ）大学、地域との連携の円滑にする取組の実施・改善 

Ⅳ）学びと探究に関する倫理観の涵養の継続、深化、普及 

Ⅴ）課題研究の評価法・指導法の発信、授業改善の発展 
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○教育課程上の特例 
令和３年度以降実施教育課程について以下の特例を適用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特例の内容 代替措置 適用範囲 

数学Ⅰ（３→０） 
ＳＳ数学Ⅰ（６）の設置 

（ＩＢ選択生徒は５）  
第１学年全員 数学Ａ（２→０） 

数学Ⅱ（４→０） 

ＳＳ数学Ⅱ（６）の設置   第２学年理系 数学Ｂ（２→０） 

数学Ⅲ（５→０） 
ＳＳ数学Ⅲ（４）の設置 第３学年理系 

化学基礎（２→０） 
ＳＳ化学（４）の設置 第２学年理系 

化学（２→０） 

化学（４→０） ＳＳ化学（４）の設置 第３学年理系 

物理 

（令和４年度以前２→０） 

（令和５年度以降３→０） 

ＳＳ物理の設置 

（令和４年度以前２） 

（令和５年度以降３） 

第２学年理系 

物理 

（令和５年度以前４→０） 

（令和６年度以降３→０） 

ＳＳ物理の設置 

（令和５年度以前４） 

（令和６年度以降３） 

第３学年理系 

生物基礎（２→０） ＳＳ生物Ⅰ（２）の設置 第１学年全員 

生物 

（令和４年度以前２→０） 

（令和５年度以降３→０） 

ＳＳ生物Ⅱの設置 

（令和４年度以前２） 

（令和５年度以降３） 

第２学年理系 

生物 

（令和５年度以前４→０） 

（令和６年度以降３→０） 

ＳＳ生物Ⅱの設置 

（令和５年度以前４） 

（令和６年度以降３） 

第３学年理系 

探究科目（令和４年度以前） 

社会と情報（２→１） 

［究理Ⅱ選択生は 

社会と情報（２→０）］ 

究理Ⅰ（１）の設置 第１学年全員 

究理Ⅱ［Ｄコース］ 

（１）の設置 

第２学年理系 

究理Ⅱ［Ｄコース］選択生 

究理Ⅱ［Ｓコース］ 

（２）の設置 

第２学年理系 

究理Ⅱ［Ｓコース］選択生 
コミュニケーション英語Ⅱ

（４→３） 

探究科目（令和５年度以降） 

総合的な探究の時間（３→

２）[究理Ⅱ選択生は３→１] 

究理（１）の設置 第１学年全員 

究理Ⅱ［Ｄコース］ 

（１）の設置 

第２学年理系 

究理Ⅱ［Ｄコース］選択生 

究理Ⅱ［Ｓコース］ 

（２）の設置 

第２学年理系 

究理Ⅱ［Ｓコース］選択生 
コミュニケーション英語Ⅱ

（４→３） 

注１）括弧内の数字は単位数を表す。 

注２）「特例の内容」欄に記載されている単位数は、矢印の前が変更前の単位数を、矢印の後

ろが変更後の単位数を表す。 
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○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
・『究理Ⅰ』：第１学年全員を対象に１単位 

  科学技術リテラシーおよび探究的な学びに関わる知識や技能を身につけるため学校設定科目 
 ・『究理Ⅱ』：第２学年理系全員を対象に Science コースは２単位、Data science コースは１単位 

課題研究を通じて主体的、科学的な態度、探究力、表現力、協働力を育むための学校設定科目 
 ・『ＳＳ数学Ⅰ』『ＳＳ数学Ⅱ』『ＳＳ数学Ⅲ』：第１学年全員を対象に６単位（ＩＢ選択生は５単

位）および第２学年理系を対象に６単位および第３学年理系を対象に４単位 

 『ＳＳ数学Ⅰ』は『数学Ⅰ』『数学Ⅱ』『数学Ａ』の内容を融合した学校設定科目 

   『ＳＳ数学Ⅱ』は『数学Ⅱ』『数学Ⅲ』『数学Ｂ』の内容を融合した学校設定科目 

   『ＳＳ数学Ⅲ』は『数学Ⅲ』の内容に発展的な内容を融合した学校設定科目 

・『ＳＳ生物Ⅰ』：第１学年全員を対象に２単位 

 ・『ＳＳ物理』『ＳＳ化学』『ＳＳ生物Ⅱ』：第２学年理系を対象にそれぞれ２単位、４単位、２単

位（令和５年度以降は３単位、4 単位、３単位）、第３学年理系を対象にそれぞれ４単位、４単位、

４単位（令和６年度以降は３単位、4 単位、３単位） 

   『物理』『化学基礎』『化学』『生物基礎』『生物』の内容に加えて発展的な内容を扱う 

   学習の順番を適切に配置するなど学習の理解を深めるために工夫された学校設定科目 

 ・「究理Ⅲ」：第３学年理系を対象に総合的な探究の時間の一部を利用して実施 

 ・「トランスサイエンス」：第３学年文系を対象に総合的な探究の時間の一部を利用して実施 

○具体的な研究事項・活動内容 
 各項目のⅠ～Ⅴの記号は、「研究開発計画」の冒頭に挙げた大項目に対応する。 

（１）教育課程および授業の研究開発と改善 

 ・学校設定科目『究理Ⅰ』の改善…………………………………………………………Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 

第１学年全員を対象に「ミニ課題研究」と「探求・探究」を実施した。それぞれの活動において

問題解決学習や論証モデルによる論理的思考力を向上させる取組を取り入れ、学習の最後には発表

会を行った。「探求・探究」は社会や自然科学などに関するテーマを設定させた。 

 ・学校設定科目『究理Ⅱ』の改善…………………………………………………………Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ 

Science コースと Data science コースに分け、第２学年理系全員を対象に課題研究を実施した。

Ｓコースでは、中間発表会、校内発表会、課題研究発表会を実施した。Ｄコースでは研究発表会を

実施した。研究倫理や安全の講義を行った。また、ルーブリック評価に関わる改善を行った。 

 ・学校設定科目『ＳＳ数学Ⅰ』『ＳＳ数学Ⅱ』『ＳＳ数学Ⅲ』の実施…………………………Ⅴ 

第１学年全員および第２・３学年理系を対象に実施した。学習内容の理解を深化させるために、『数

学Ⅰ』『数学Ⅱ』『数学Ⅲ』『数学Ａ』『数学Ｂ』を融合し、学習内容の配置に工夫を加えた。 

 ・学校設定科目『ＳＳ物理』『ＳＳ化学』『ＳＳ生物Ⅰ』『ＳＳ生物Ⅱ』の実施……………Ⅴ 

第１学年全員および第２学年理系、第３学年理系を対象に実施した。学習の理解を深化させるた

めに、従来の科目の枠を超えた単元配置の工夫や、発展的な内容の取り扱いの工夫等を行った。 

 ・トランスサイエンスに関わる授業の取組…………………………………………………………Ⅲ 

   第３学年文系生徒を対象に、科学リテラシーと議論する力の涵養を目的に授業「トランスサイエ

ンス」を行い、また、複数の教科や科目においてトランスサイエンスの問題を扱う授業を実施した。 

 ・授業改善の取組の全教員による実施………………………………………………………………Ⅴ 

  「３つの力と２つの態度」(p10 参照)を育成するための授業改善の取組を各科目で実施した。 

 ・「究理Ⅲ」の開設……………………………………………………………………………………Ⅰ 

   第３学年理系生徒を対象に、『究理Ⅱ』の研究成果を英語で表現し発表する授業「究理Ⅲ」を開

設した。ミシガン州立大学連合日本センターと連携して実施し、センター職員や県内ＡＬＴに対し

てポスターセッションを行った。 

（２）外部機関との連携の充実 

 ・サマーセミナー・バイオセミナーの実施… ……………………………………………………Ⅲ・Ⅴ 

第２学年理系全員を対象に、大学を訪問して１日間の講義や実験の講座を受講する取組を行っ

た。また社会とのかかわりについて考える講座も行った。 

第１年学年、第２学年希望者を対象に、長浜バイオ大学にて１日間の講座を実施した。 



- 4 - 
 

 ・ＳＳＨ講演会の実施…………………………………………………………………………………Ⅴ 

   １回の講演会を実施した。「講演会ノート」を配布する等、質疑応答を活性化する工夫を行った。

講師と生徒、教員によるパネルディスカッションを行い、主体的に参加する取組を行った。 

（３）科学系クラブの育成および地域との連携・成果の普及 

 ・科学系クラブの活性化………………………………………………………………………………Ⅴ 

  ＰＰＤＡＣサイクルを意識した指導を行った。 

 ・サイエンスレクチャーの実施…………………………………………………………………Ⅲ・Ⅴ 

  教育系進学を希望する生徒を募集し、地域の小学生向け科学授業を実施した。 

 ・他高校との交流………………………………………………………………………………………Ⅴ 

   県内の公立ＳＳＨ指定校３校による情報交流会に参加した。県外のＳＳＨ校の視察を行った。 

 ・成果の共有と発信……………………………………………………………………………………Ⅴ 

   ホームページ更新や校内への発信に加え、県内外の研修会等で事例発表を行った。県内教員志望

者を受け入れ、ＳＳＨの取組事例の紹介や、県外高校との交流も行った。 
 ⑤ 研究開発の成果と課題  
（１）教育課程および授業の研究開発と改善 

［学校設定科目『究理Ⅰ』］ 

・論理的な思考力・表現力を向上させるために、他者と対話しながら、根拠をもって主張を組み、

結論を導く対話型論証モデルを用いた授業とルーブリックを用いた形成的評価を導入した。 

［学校設定科目『究理Ⅱ』Ｓコース］ 

 ・１年次に課題研究準備活動で活動開始時期を早めたことで問題発見や情報収集、役割分担に

対する意識が高くなった。また、１年次より長浜バイオ大学の教員とテーマ検討会などを行

う「探究スーパーバイザー制度」を構築し、定期的に専門家との議論をおこなった。 

・課題研究では大学や工業技術センターの実験機器を借用することで、より精度と専門性の高

い実験結果を得ることができた。 

・発表会に多くの分野・所属の外部参加者を募ることができ、活発な議論の場となった。 

・「行動評価」を用いて生徒自身が達成感を感じ、自己効力感を向上させながらも、自己評価を

する評価法を研究する必要がある。 

・生徒の専門性をより高めるためには学会や研究会での校外発表を行うことが望ましい。 

［学校設定科目『究理Ⅱ』Ｄコース］ 

・高校でも実施可能なデータ駆動型授業の展開例を築き上げることができた。どの学校でも利用

可能なツールを使って、少人数の教員が多人数の生徒を対象に探究型の授業を実践した。 
・少人数の教員で多人数の生徒に探究型授業を実践するため、テーマ設定の自由度を下げてい

る。少人数の教員での指導体制を維持しつつ、テーマ設定の自由度をどのようにして広げるか

ということが、今後の大きな課題である。 
［学校設定科目『ＳＳ物理』『ＳＳ化学』『ＳＳ生物Ⅰ』『ＳＳ生物Ⅱ』］ 

   ・『ＳＳ物理』においては、授業内で『究理Ⅰ』ミニ課題研究をベースとした探究型の授業が実

施されるなど、理科の教科内で、『究理Ⅰ』『究理Ⅱ』における探究手法の授業内での利用、

およびそれらの科目を支える探究型学習の普及がなされた。 

 ［文系生徒への教科横断型授業「トランスサイエンス」］ 

・科学と社会に関する問題意識の形成を促すことができたと考えられる。また、自分が扱わない

テーマについても、ジャッジを行う中で主体的に考える姿が見られ、科学と社会問題に関する

生徒の知識や考え方の幅を広げることができた。 

 ［全教員による授業改善の取組］ 

・「教科横断型授業」「探究型授業」の授業展開が一部の教科で見られた。その授業の中で、『究

理Ⅰ』『究理Ⅱ』の手法が活用されており、校内に向けてＳＳＨの探究科目や教科横断的な取

組が校内へ普及されている。実施数をより増加させることが必要である。 
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（２）外部機関との連携の充実 

［サマーセミナーの実施］ 

・講義や実習時間の改変により、「各講座のテーマの停滞」がいくつかのコースで解消された。 

・探究的要素が高い講座（大阪大学）や社会とのつながりを意識した講座（慶應義塾大学）は、

理数学習の重要性の理解や科学的な思考を深める効果が高かった。 

 ［バイオセミナーの実施］ 

・１・２年希望者対象にした結果、「興味・関心」と「思考度」の項目でとくに高い傾向にあっ

た。また２年連続で参加する生徒がいたこと、他学年との交流が生まれたことなどからもわか

るように、生徒の積極性や主体性を引き出し、専門性を高めることができた。 

［ＳＳＨ講演会］ 

・全生徒対象の講演会であることを踏まえて社会とのかかわりを意識し、理系・文系の生徒の興

味・関心を高めるよう、教科横断的なテーマにすることで、興味・関心を高めることができた。 

・新たな取組として、ものづくりに関わる人は、どのような資質を必要とされるのか、などにつ

いて、講演者と生徒がパネルディスカッションを行った。 

・生徒は、身の回りの地域社会よりも、先進的で科学的なテーマを求める傾向があり、ものづく

りや新たな価値を創造するためにも、地域社会や歴史など学際的な学びに触れて、自ら課題を

見出す力が必要となると思われる。 

  [探究のための講演会] 

   ・１年『究理Ⅰ』の時間内で、理系と文系に分け、それぞれ２年次の探究活動につながる講演会

を実施した。探究するための態度やテーマ設定に関わる内容で、理系は長浜バイオ大学、文系

は滋賀県立大学の教授による講演を実施した。 

 ［探究スーパーバイザー制度］ 

   ・昨年度より、『究理Ⅱ』Ｓコースを選択する１年生の準備活動、および『究理Ⅱ』Ｓコース課

題研究活動において、テーマ設定や研究に対する指導助言や実験機器の支援などを受けること

ができ、専門性が向上した。 

（３）科学系クラブの育成および地域との連携・成果の普及 

 ［科学系クラブの活性化］ 

・プレ研究活動を行うことによって、探究に必要な概念やスキルを部員に毎年共通して習得させ

ることで、部員間で教え合いがおこり、活動が効率化される効果もあった。 

・コロナウィルス感染症による影響でアウトリーチ活動が十分に行えていない。第２期３年目ま

でに行っていたように校外へ発信する機会を得るようにする。 

［サイエンスレクチャーの実施］ 

   ・授業の計画を立てる上で、先を見通すことの必要性を、対話を通して確認しており、また

新たな実験をつくり成果を上げたことで自己効力感が形成された。 

［他校との交流］ 

  ・福井県立若狭高等学校と両校の取組や組織体制などを共有し、さらに課題研究のテーマを交流

した。本年度は共同研究には至らなかったが、今後発展が期待できる。 

 ［成果の共有と発信］ 

 ・ＨＰ全体の改修が行われ、ＳＳＨのページも変更するなど、より発信しやすくなった。 

 ・県内の研修会などにおいて、ＳＳＨ事業の講義や授業公開を行い、事業の普及を行った。 

 ・課題研究の成果や科学探究部の活動について、学会などの外部で発表する機会を増やす。 

・ＨＰの一層の改善や地域連携など、普及事業をより活性化させる必要がある。    

 ⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  

・究理Ⅰのフィールドワークを２年次の探究活動において実施することに変更した。 

・オンラインによる特別講義などが増え、他県との交流が広がるなど効果があったがオンライン講

義において質問の数が減少した。 
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別紙様式２－１ 
滋賀県立虎姫高等学校 経過措置 04～05 

 
❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
 ① 研究開発の成果  
（１）教育課程および授業の研究開発と改善 

［学校設定科目『究理Ⅰ』］ 

・１年生前半のミニ課題研究は変更なく実施し、後半は探究スキルや思考力等の向上を図るため

に、社会問題や自然科学に関わるテーマを生徒が自ら設定し、個人ごとの調査活動を展開し

た。調査活動は、インターネット検索や文献調査などからなる。また論理的な思考力・表現力

を向上させるために、対話型論証モデルとルーブリックを用いた形成的評価を導入した。 

・例年と変わらない評価が得られている。評価基準を事前に提示することを導入したことによ

り、探究に関わる能力や態度についての多くの項目で、自己省察による改善、向上が図られ

た。今年度は化学の内容をテーマに加え、量的な関係について考察が深まった。 
［学校設定科目『究理Ⅱ』Ｓコース］ 

 ・１年次に課題研究準備活動で例年より早めのテーマ探索、班編成、テーマ検討を行ったことに

より、問題発見や情報収集、役割分担に対する意識が高くなり、以前より高い数値を保つこと

ができた。 

・専門家による研究助言の機会を増やすため、１年次より長浜バイオ大学の教員とテーマ検討会

などを行う「探究スーパーバイザー制度」を構築し、定期的に専門家との議論をおこなった。

さらには、大学や工業技術センターの実験機器を借用することで、より精度と専門性の高い実

験結果を得ることができた。 

・発表会に多くの分野・所属の外部参加者を募ることができ、活発な議論の場となった。 

・上記２つの活動により、科学と社会のつながりを考え、課題研究に取り組むことができた。 

［学校設定科目『究理Ⅱ』Ｄコース］ 

・滋賀大学で開発されたデータ駆動型授業をアレンジすることで、高校でも実施可能なデータ駆

動型授業の展開例を築き上げることができた。どの学校でも利用可能なツールを使って、少人

数の教員が多人数の生徒を対象に探究型の授業を実践した。 

 ［学校設定科目『ＳＳ数学Ⅰ』『ＳＳ数学Ⅱ』『ＳＳ数学Ⅲ』］ 

   ・学校設定科目『ＳＳ数学Ⅰ』『ＳＳ数学Ⅱ』『ＳＳ数学Ⅲ』においては、『数学Ⅰ』『数学Ⅱ』

『数学Ⅲ』『数学Ａ』『数学Ｂ』を融合した単元配置の工夫や、発展的な内容の取扱いによっ

て、生徒の理解をより深めることができた。 

［学校設定科目『ＳＳ物理』『ＳＳ化学』『ＳＳ生物Ⅰ』『ＳＳ生物Ⅱ』］ 

   ・学校設定科目『ＳＳ物理』『ＳＳ化学』『ＳＳ生物Ⅰ』『ＳＳ生物Ⅱ』では、発展的な内容や 

探究的な実験を導入したことで、生徒の探究心や主体的な態度を引き出すことができた。 

・学校設定科目『ＳＳ物理』『ＳＳ化学』『ＳＳ生物Ⅰ』『ＳＳ生物Ⅱ』では、生徒が主体的に

探究活動に取り組むことができるよう、事前に評価基準を提示した実験や授業展開によって、

指導と評価の一体化に取り組んだ。課題研究や探究的な学びにつなげることができた。 

   ・『ＳＳ化学』においては、ＩＢ科目や『究理Ⅱ』Ｓコースと連携し、教科横断的な内容を取り

扱うフィールドワークを実施した。 

   ・『ＳＳ物理』においては、授業内で『究理Ⅰ』ミニ課題研究をベースとした探究型の授業が実

施されるなど、理科の教科内で、『究理Ⅰ』『究理Ⅱ』における探究手法の授業内での利用、

およびそれらの科目を支える探究型学習の普及がなされた。 
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 ［文系生徒への教科横断型授業「トランスサイエンス」］ 

・指定２期１０年の開発と改善によって、経過措置においても担当者が変わっても一定の質を保

ちながら実施できる授業となり、持続性や普及性の高い授業となった。 

・科学と社会に関する問題意識の形成を促すことができたと考えられる。また、自分が扱わない

テーマについても、ジャッジを行う中で主体的に考える姿が見られ、科学と社会問題に関する

生徒の知識や考え方の幅を広げることができた。 

 ［全教員による授業改善の取組］ 

・「教科横断型授業」「探究型授業」の授業展開が一部の教科で見られた。その授業の中で、『究

理Ⅰ』『究理Ⅱ』の手法が活用されており、校内に向けてＳＳＨの探究科目や教科横断的な取

組が校内へ普及されている。 

［「究理Ⅲ」の実施］ 

  ・３年間を通じた課題研究活動を構築することができ、生徒の課題研究に対する充実感や達成感

が増した。 

  ・英語に関する活動（英語論文、英語発表）を集中的に行い、さらにＪＣＭＵ（ミシガン州立大

学日本連合センター）と連携し、英語プレゼンテーションの専門的な助言ができる講師を招く

ことで、国際感覚や英語で情報を伝達する力が向上した。 

 

（２）外部機関との連携の充実 

［サマーセミナーの実施］ 

・本年度は予算などの関係からサマーセミナーを２日から１日にし、各講座で講義や実習時間の

改変が起こったため、昨年度まで課題としていた、「各講座のテーマの停滞」がいくつかのコ

ースで解消された。 

・探究的要素が高い講座（大阪大学）や社会とのつながりを意識した講座（慶應義塾大学）は、

理数学習の重要性の理解や科学的な思考を深めるなど効果が高かった。 

［バイオセミナーの実施］ 

・２期４年次の取組から、１年全員対象であったものを１・２年希望者対象にした結果、「興味

・関心」と「思考度」の項目でとくに数値が高い傾向にあった。大学側からも、講座に取り組

む姿勢が例年よりも良くなったと所感をいただいた。 

・２年連続で参加する生徒がいたこと、また他学年との交流が生まれたことなどからわかるよう

に、１・２年からともに参加を可能にしたことで生徒の積極性や主体性を引き出し、専門性を

高めることができた。 

［ＳＳＨ講演会］ 

・全生徒対象の講演会であることを踏まえて、社会とのかかわりを意識し、理系だけでなく文系

の生徒の興味・関心を高めるよう、教科横断的なテーマにすることで、興味・関心を高めるこ

とができた。 

・講演内容を記したパンフレットや、講演内容をメモし、問いを見出すための講演ノートを事前

に配付するなど、講演を「主体的に聴く」こと、また質疑応答の活性化を図る工夫を行ってき

た。 

・本年度は新たな取組として、「ものづくりに関わる人は、どのような資質を必要とされるのか」、

などをテーマとし、講演者と生徒によるパネルディスカッションを行った。 

  [探究のための講演会] 

   ・１年『究理Ⅰ』の時間内で、理系と文系に分け、それぞれ２年次の探究活動につながる講演会

を実施した。探究するための態度やテーマ設定に関わる内容で、理系は長浜バイオ大学、文系

は滋賀県立大学の教授による講演を実施した。 

 ［探究スーパーバイザー制度］ 
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   ・昨年度より、『究理Ⅱ』Ｓコースを選択する１年生の準備活動、および『究理Ⅱ』Ｓコース課

題研究活動において、テーマ設定や研究に対する指導助言や実験機器の支援などを受けること

ができ、専門性が向上した。 

（３）科学系クラブの育成および地域との連携・成果の普及 

 ［科学系クラブの活性化］ 

・プレ研究活動を行うことによって、探究に必要な概念やスキルを部員が毎年共通して習得させ

ることで、部員間で教え合いがおこり、活動が効率化される効果もあった。 

［サイエンスレクチャーの実施］ 

   ・授業の計画を立てる上で、どのような内容・順序で活動させると理解がしやすいのか、小

学生の知っている知識や発達段階を考慮しながら、予備実験などを繰り返して生徒同士が

お互いに授業の計画について話合う姿が多く見られた。先を見通すことの必要性を、対話

を通して確認しており、また新たな実験をつくり成果を上げるなど自己効力感が形成され

た。 

［他校との交流］ 

  ・県内ＳＳＨ校との「指定校交流会」において、各校の取組や組織体制などを共有し、より良い

ＳＳＨ事業の構築につなげた。 

  ・膳所高校の主導する重点枠事業に参加し、県内６校と交流を行い、本校事業の普及もした。 

  ・福井県立若狭高等学校と両校の取組や組織体制などを共有し、さらに課題研究のテーマを交流

した。本年度は共同研究には至らなかったが、今後発展が期待できる。 

 ［成果の共有と発信］ 

 ・ＨＰでの発信件数を増やした。さらにはＨＰ全体の改修が行われ、ＳＳＨのページも大きく変

更され、より発信しやすくなった。 

 ・本校教員が、県内の研修や理科教育研究会、さらには本校の公開授業などでＳＳＨの取組やそ

れにかかわる授業公開を行い、本校の探究科目や探究型授業、またはＳＳＨの取組全体を普及

した。 

 ・ＳＳＨの発表会や講演会等の活動を県内外に広く周知し、本年度は昨年度までに比べ、校外か

ら多数の参加があった。地域の企業や活動団体、県内外の大学教員、また将来本県で教員を目

指す大学生（「滋賀の教師塾」塾生）など年齢、所属問わず幅広い参加があり、本校ＳＳＨ活

動の周知・普及の場となった。 

・毎年、県外の高等学校から数件の学校見学を受け入れて、本校の探究カリキュラム等について

の紹介や意見交換を行っている。また、滋賀県教育委員会主催の「滋賀の教師塾」の塾生（学

生）を毎年受け入れて、発表会の公開やカリキュラム紹介をしている。 

 ② 研究開発の課題  
［学校設定科目『究理Ⅰ』］ 

・今年度、ミニ課題研究のテーマの改善を行い、「化学」のテーマを組み込んだが、次年度につ

いても、さらにテーマについて内容を見直し、さらなる向上を図りたい。 
［学校設定科目『究理Ⅱ』Ｓコース］ 

・生徒の評価基準を形成することができたが、生徒の達成感や自己効力感の向上については課題

が残る。そのため、今後、「行動評価」を用いて生徒自身が達成感を感じ、自己効力感を向上

させながらも、自己評価をする評価法を研究する必要がある。 

・校外での発表数が少ないことも本校の課題研究活動の課題である。特に、学会や研究会での参

加はここ数年できておらず、生徒の専門性を高めるためには課題研究を行う全ての班が学会や

研究会での校外発表を行うことが望ましい。そのために、１年生から課題研究に取り組むな

ど、探究活動を早期から実施したが、学会や研究会での発表には至っていない。 

［学校設定科目『究理Ⅱ』Ｄコース］ 



- 9 - 
 

・少人数の教員で多人数の生徒に探究型授業を実践するため、テーマ設定の自由度を下げてい

る。現在は、「地域防災計画」のテキストデータから数値データを作り出し、それを用いて解

析を行うということを原則としているが、生徒がこの原則を超えたテーマを発想することもあ

る。少人数の教員での指導体制を維持しつつ、テーマ設定の自由度をどのようにして広げるか

ということが、今後の大きな課題である。 
 ［全教員による授業改善の取組］ 

   ・２期目に掲げた授業改善の目標の「指導と評価の一体化」については、評価基準の共有や探究

手法の普及において一定の成果を挙げたが、そこから発展して一般の授業内で「探究型」「教

科横断型」授業の実施が一部の教員にとどまり、実施数が多くない。この実施数を増やすため、

校内研修会の実施や、『究理Ⅰ』「トランスサイエンス」にかかわる教員数の増加が望まれる。 

 

（２）外部機関との連携の充実 

［サマーセミナーの実施］ 

・アンケート結果が昨年度よりもほぼすべての項目で下降した。本年度は１日だけの実施とした

ため、サマーセミナー全体の充実度が下がったのではないかと考えられる。評価の低い生徒の

記述内容をみると、「物理選択だから」「生物選択だから」といったような、消極的な講座選

択が見て取れた。 

・探究的要素を多くした大阪大学の講座では、どの項目も非常に高い数値を保っており、社会と

のつながりを意識した慶應義塾大学の講座もほとんどの項目で非常に高い数値となっている

ことから、サマーセミナーは「２日以上の活動」で「社会とのつながりを意識した講座」もし

くは「探究的な要素を多く盛り込んだ講座」が生徒の問題意識を引き出し、科学研究への興味 

関心や知見が広がり、進路に対する意識が向上することが分かった。 

 ［ＳＳＨ講演会］ 

   ・身の回りの地域社会よりも、先進的で科学的なテーマを求める傾向があり、過去のアンケート

結果が示すように「カワウが教えてくれること」などの地域社会に関する講演テーマは、生徒

の関心は低くなる傾向がみられる。ものづくりや新たな価値を創造するためにも、地域社会や

歴史など学際的な学びに触れて、自ら課題を見出す力が必要となると思われる。 

 

（３）科学系クラブの育成および地域との連携・成果の普及 

 ［科学系クラブの活性化］ 

・コロナウィルス感染症による影響でアウトリーチ活動が十分に行えていない。第２期３年目ま

でに行っていたように校外へ発信する機会を得るようにする。 

 ［成果の共有と発信］ 

  ・課題研究の成果や科学探究部の活動について、学会などの外部で発表する機会を増やす。 

・ＨＰの一層の改善などや地域連携など、普及事業をより活性化させる。 
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第１章 研究開発の課題 

１－１ 研究開発課題 

 

主体的に学び行動する専門家及び市民を育成するための科学教育プログラムの研究 
 

１－２ 現状の分析 

（１）研究開発の背景 

 国際的な視野に立った将来の科学者・技術者の育成と、科学技術の発展を支えコントロールする市民の

育成の２点をテーマとして、１期目の研究開発を展開してきた。具体的には、科学技術リテラシーを身に

つけるために必要な基礎的要素として、「３つの力と２つの態度」を以下のように定義し、これらの能力

や態度を、すべての生徒に涵養することを目指して研究を進めてきた。 
 

 探究力…………知を活用しながら、知を創出する力を表す。課題発見能力、情報収集力、発案力、計画

性、粘り強さを含む。 

 表現力…………意思や情報を的確に発信する力を表す。記録を取る力、要点整理力、論理的に説明する

力を含む。 

 協働力…………他者と協働して物事を進めていく力を表す。情報を共有する力、役割を分担する力、他

者と議論する力を含む。 

 主体的な態度…他者からの働きかけを待たず自ら行動・思考・判断する態度を表す。自発的に行動する

姿勢、主体的に思考・判断する姿勢を含む。 

 科学的な態度…物事を客観的・論理的にとらえる態度を表す。精度や信頼性へのこだわり、可能性をも

れなく考える力、論理的分析・予測能力を含む。 

 

（２）１期目の課題と２期目・２期目経過措置の方針 

①探究学習カリキュラムの拡充と指導法の改善 

希望者対象・選択授業の課題研究には、クラス編成に男女比や学力差の偏りが出ないことや、意欲

の高い者を集めて集中的に指導をできるという利点があったが、より多くの生徒に専門的な探究リテ

ラシーを育むという点では課題があった。また、１期目の中間評価では、３年生における取組の薄さ

が指摘された。そこで、２期目は、『究理Ⅱ』を理系全員に拡大して実施した。また、第３学年に「究

理Ⅲ」を設置し、３年間を通した探究学習授業を展開した。 

２期目の取組では、『究理Ⅱ』Ｓコースにおいては、「突出した研究の育成」と「研究時間の確保」

が、Ｄコースにおいては、「テーマ設定」が課題となった。これらの課題を解決するため、２期目経

過措置では、『究理Ⅱ』Ｓコースの「１年次準備活動」を取り入れ、研究の早期実施や近隣大学との

連携による研究の深化を図っている。また、『究理Ⅱ』Ｄコースについては、教育課程を変更し、令

和６年度から単位数を２単位に増加させる計画を進めている。 

②科学と社会のつながりを考える視点や問題解決的アプローチの導入 

１期目で問題解決的アプローチの導入が生徒の主体的思考を引き出す上で効果的であることが明ら

かになったが、トランスサイエンスの問題を扱う授業や問題解決的な学習は一部の授業等に限られて

いた。そこで、２期目は、トランスサイエンスの問題を扱う授業や問題解決的アプローチを導入した

取組をさらに広げ、サマーセミナーや課題研究等においても問題解決的な視点を取り入れて目的意識

を明確にし、動機づけの強化を図った。２期目経過措置においても同様に、問題解決的アプローチを

他の取組でも導入していく。『究理Ⅰ』の後半における探究活動や、『究理Ⅱ』の課題研究において

も地域社会における課題解決を関連付けたテーマ設定を取り入れている。 
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③研究倫理や学問的誠実性の涵養 

研究活動において、剽窃や改ざん等の行為は重大な信用失墜行為である。これらの倫理観は、大学

入学後ではなく、中等教育の段階から意識的に涵養していく必要がある。２期目では研究倫理や学問的

誠実性についての意識向上を図り、一定の成果を上げた。具体的には、成果物や発表における引用文献

や出典の提示されることが増え、教科の指導においても学問的誠実性を意識した提出物の指導などが行

われた。２期目経過措置においても、継続して研究倫理や学問的誠実性の涵養を行う。 

 

１－３ 研究の仮説 

１期目の成果と課題を踏まえて、２期目には次のような大仮説を設定した。 

仮説Ⅰ：探究学習カリキュラムの拡大や改善は、「３つの力と２つの態度」の育成に効果がある。 

仮説Ⅱ：普及性・普遍性のあるカリキュラムや授業法、評価法を研究することで、「３つの力と２つの

態度」を育成する効果や効率が上がる。 

仮説Ⅲ：科学と社会のつながりを考える視点や問題解決的アプローチの導入は、生徒の問題意識を引き

出し、知識や考え方の幅を広げ、探究の質を高める。 

仮説Ⅳ：学びと探究に関する倫理について考える授業や指導法の研究は、研究倫理や学問的誠実性に対

する教師や生徒の意識を高める。 

 

第２章 研究開発の経緯 

２－１ ＳＳＨに関わる研究開発の経緯 

過去の詳細な改善点等については、令和３年度以前の本校のＳＳＨ研究開発実施報告書を参照されたい。 
 

（１）教育課程及び授業の研究開発と改善 

［令和３年度（２期目第５年次）］ 

  ・『究理Ⅱ』Ｓコースの改善：課題研究の専門性を向上させるため、１年次３学期より準備活動（ゼミ選

択、テーマ検討など）を開始した。また、長浜バイオ大学との包括連携協定の中で、課題研究の支援体

制の構築を開始した。 

  ・『究理Ⅰ』の改善：昨年度からコロナウィルス感染症の状況を鑑み、フィールドワークをリモートイン

タビューに変更して実施しているが、昨年度、各班散発的に実施していたインタビューを１日に集約し、

学年全体の活動として実施した。 

  ・２期目全体を通して、３年継続した探究活動が完成したため、『究理Ⅰ』『究理Ⅱ』の実施形態や詳細

の見直しを開始した。また２年の文系において総合的な探究の時間が開始することや、ＳＳ科目の単位

数が変化することにより、学校全体でＳＳ科目と『究理』の実施形態について見直しを開始した。 

■今年度のポイント 

  ・『究理Ⅱ』Ｓコースの改善：昨年度に引き続き、課題研究の準備活動を行った。また長浜バイオ大学と

の包括連携協定の中で、「探究スーパーバイザー制度」が開始された。課題研究の各班が、年に複数回長

浜バイオ大学の教員と研究協議を実施するなど、実験や論文作成にあたり支援を受けた。 

 

（２）外部機関との連携の充実 

［令和３年度（２期目第５年次）］ 

  ・長浜バイオ大学と包括連携協定を結び、様々な事業を企画・実施した。主に『究理Ⅱ』Ｓコースにおい

て課題研究の専門性を高めるため、「探究スーパーバイザー制度」を設けた。 

  ・産業、官公庁、学術機関や外部の個人などと円滑に連携するため、「探究サポーター登録制度」を設け

た。すでに３名の大学教授がこの制度に登録されており、今後は登録者を増やしていく。 
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■今年度のポイント 

  ・コロナウィルス感染拡大に伴い、縮小していたサマーセミナー、バイオセミナーを再開した。 

・昨年度から引き続き、長浜バイオ大学との包括連携協定の中で、上記の『究理Ⅱ』Sコースや、１年生

準備活動における講演など様々な事業を企画し、実施した。 

  ・課題研究発表会において、連携する大学だけでなく、近隣教育機関や官公庁、地元企業、活動団体の方

の参観を呼びかけたところ、多くの参加者が集まり、より充実した研究協議の機会になった。 

  ・地元の活動団体の連携により、女性研究者向け講演会を実施した。 

 

（３）科学系クラブの育成及び地域との連携・成果の普及等 

［令和３年度（２期目第５年次）］ 

  ・ＨＰを大幅に更新し、これまでＳＳＨ事業で作成してきた成果物（『究理Ⅰ』のテキスト、評価ルーブ

リックなど）を配信した。 

  ・滋賀県総合教育センターとタイアップし、滋賀県中堅高校教員資質向上研修にて、ＳＳＨ担当者が、探

究の授業展開を中心に本校ＳＳＨの取組を講義し、県内高校に普及した。 

  ・県内理科教諭に向けて、本校理科・化学の教諭がＩＣＴを用いたオンライン公開授業を行った。 

■今年度のポイント 

  ・ＨＰをより活用し、日々の活動や発表会の周知など幅広く活用した。 

  ・教育センターにおける研修の一部や、各教科の教育研究会で本校活動を紹介・普及した。 

  ・地元企業や活動団体とも連携し、本校活動を普及した。 

 

２－２ 令和４年度の取組一覧 

 

令和４年度　滋賀県立虎姫高等学校　SSH取組一覧　

月 日 曜 教育課程・授業 外部機関との連携 クラブ・地域連携・成果普及 その他

初旬
『究理Ⅰ』『究理ⅡS・ⅡD』

「究理Ⅲ」開始

『究理Ⅰ』ＳＳＨガイダンス

5月 10日 (火) ＳＳＨ委員会①

7日 (火) ＳＳＨ委員会②

11日 (土) 膳所高校サイエンスプロジェクト① 文理選択説明会（究理について）

17日 (金) ＳＳＨ運営指導委員会①（書面）

7月 14日 (木) 「究理Ⅲ」英語ポスター発表会（JCMU)

3日 (水) ＳＳＨ生徒研究発表会参加

中旬 ～ サマーセミナー

上旬 ～ 『究理Ⅰ』ミニ課題研究発表会

10日 (土) 膳所高校サイエンスプロジェクト②

13日 (火) ＳＳＨ委員会③

3日 (月) ＳＳＨ委員会④

12日 (水) ＳＳＨ講演会

14日 (金) 『究理ⅡS』中間発表会 ＳＳＨ運営指導委員会②

15日 (土) 科学の甲子園滋賀大会予選出場

11月 5日 (土) 膳所高校サイエンスプロジェクト③

6日 (火)

10日 (土) 膳所高校サイエンスプロジェクト④

26日 (月) ＳＳＨ情報交換会

中旬 ～ ＳＳＨ支援事業に関する意識調査

14日 (土) 膳所高校サイエンスプロジェクト⑤

24日 (火) ⅡS予定者講演会（長浜バイオ大学） 理科・化学公開授業

28日 (土) 膳所高校サイエンスプロジェクト⑥

29日 (日) サイエンスレクチャー

2日 (木) ＳＳＨ委員会⑤

3日 (金) 『究理ⅡS』課題研究校内発表会

10日 (金) 理科・化学公開授業

11日 (土) 膳所高校サイエンスプロジェクト⑦研究発表会

17日 (金) 『究理ⅡS』課題研究発表会 ＳＳＨ運営指導委員会③

7日 (火) ＳＳＨ委員会⑥

12,21 (日）（火） テーマ検討会（長浜バイオ大学）

12日 (日) バイオセミナー（長浜バイオ大学）

13日 (月) 女性研究者向け講演会

16日 ～  17日 膳所高校サイエンスプロジェクト広島九州研修

10日 ～　18日 『究理Ⅰ』個人探究発表会

10日 ～　18日 『究理ⅡＤ』発表会

12月

2月

3月

1月

10月

4月

6月

8月

9月
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第３章 研究開発の内容 

第１節 教育課程及び授業の研究開発 
 

３－１－１ ３年間を通した課題研究にかかわるカリキュラムの全体像 
 

（１）課題研究にかかわる科目の特例とその適用範囲 

 課題研究にかかわる科目における特例とその代替措置、適用範囲を以下のように示す 

 ３年間を通した課題研究にかかわるカリキュラムの全体像は以下の通りになる。 

学科・コース 
1年 2年 3年 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普通科 

理系ⅡＳコース 

『究理Ⅰ』 1 

『究理Ⅱ』 

Ｓコース 
2 

総合的な探究の

時間「究理Ⅲ」 
1 

普通科 

理系ⅡＤコース 

『究理Ⅱ』 

Ｄコース 
1 

  

普通科・文系     

 

（２）課題研究の必修授業とその他教科・科目との連携 

課題研究科目 連携教科・科目 連携内容（概要） 

『究理Ⅰ』 

令和２・３年度入学生 

社会と情報 社会と情報の代替措置であるため、カリキュラムを共同で開発

し、『究理Ⅰ』内で社会と情報で扱うネットリテラシーや情報

活用実習を行う。（ワード・パワーポイント） 

総合的な探究の時

間 

総合的な探究の時間の一部で『究理Ⅰ』の内容（発表資料作成

等）を行い、課題研究にかかわる時間数を増やす。 

現代社会 ＳＤＧｓに関する授業を、現代社会の授業内で、社会科の教員

が行う。 

『究理Ⅱ』Ｓコース 社会と情報 社会と情報の代替措置であるため、カリキュラムを共同で開発

し、『究理Ⅰ』内で社会と情報で扱うネットリテラシーや情報

活用実習を行う。（ワード・パワーポイント） 

『究理Ⅱ』Ｄコース 

「究理Ⅲ」 コミュニケーショ

ン英語Ⅲ 

英語プレゼンテーションの方法等を共有し、カリキュラムを開

発した。 

 

 特例の内容 代替措置 適用範囲 

令和４年

度入学生 

総合的な探究の時間 

（１→０） 
究理Ⅰ（１）の設置 １年次全員 

令和２・

３年度入

学生 

社会と情報（２→１） 

［究理Ⅱ選択生は 

社会と情報（２→０）］ 

究理Ⅰ（１）の設置 １年次全員 

究理Ⅱ［Ｄコース］（１）の設置 
２年次理系 

究理Ⅱ［Ｄコース］選択生 

究理Ⅱ［Ｓコース］（２）の設置 
２年次理系 

究理Ⅱ［Ｓコース］選択生 
コミュニケーション英語Ⅱ

（４→３） 

注１）括弧内の数字は単位数を表す。 

注２）「特例の内容」欄に記載されている単位数は、矢印の前が変更前の単位数を、矢印の後ろが変更後の単位

数を表す。 
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図 3-1 実験レポートのルーブリック（※S基準の場合は空欄に根拠を示す） 

３－１－２ 学校設定科目『究理Ⅰ』 
 

（１）仮説 

・探究学習カリキュラムの改善は、「３つの力と２つの態度」の育成に効果がある。 

・普及性・普遍性のあるカリキュラムや授業法、評価法を研究することで、「３つの力と２つの態度」を育

成する効果や効率があがる。 
 

（２）実施概要 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

究理Ⅰ １単位 ＨＲ教室等 
第１学年担任 

理科、数学科 
第１学年（197名） 

 
（３）内容 

①ミニ課題研究 

与えられた実験テーマから１つを選び、その後の探究活動はすべて生徒自ら行うことで、主体的な学

習態度の育成を図るとともに、科学研究の手法について学ぶ。４人１組のグループワークとして実施し、

テキストの説明やワークショップを適切なタイミングで導入してフォローした。レポート作成にあたっ

ては、下記の実験レポートに係るルーブリックを事前に生徒に提示した。 
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②探求・探究 

探究スキルや思考力等の向上を図るために、社会問題や自然科学に関わるテーマを生徒が自ら設定し、

各個人で調査活動を展開した。調査活動は、インターネットや文献調査などからなる。また論理的な思

考力・表現力を向上させるために、対話型論証モデルとルーブリックを用いた形成的評価を導入した。

探求・探究の発表会は３月に予定している。 

 

（４）評価 

 ミニ課題研究のアンケート（図 3-2、3-3）について、例年と変わらない評価が得られている。評価基準

を事前に提示することを導入したことにより、探究に関わる能力や態度についての多くの項目で、自己省

察による改善、向上が図られた。今年度は化学の内容をテーマに加え、量的な関係について考察を深める

ことができた。次年度も、テーマや内容について見直しを図りたい。 
 

［アンケートの結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.6%

55.3%

16.9%

17.8%

25.9%

20.8%

54.9%

36.7%

60.2%

62.8%

55.1%

54.1%

28.9%

6.9%

16.9%

17.8%

15.8%

20.4%

0.6%
1.1%

5.5%

0.5%
2.8%

4.2%

0.0%

0.0%

0.5%
1.0%

0.5%

0.5%

大変良かった 良かった 普通 あまり良くなかった 良くなかった

図 3-2 ミニ課題研究に関するアンケートの回答（単位：人） 
 

満足度 
大変 

良かった 
よかった 普通 

あまり良く 
なかった 

良く 
なかった 

１期目総計 226 587 221 46 5 

2期目総計 269 573 164 29 5 

令和元年度 34 120 34 1 2 

令和２年度 34 121 34 11 1 

令和３年度 104 69 13 2 0 

令和４年度 27 95 50 1 0 

 
図 3-3 ミニ課題研究を振り返っての生徒自己評価（単位：人） 

 

 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
評価平均 

今年度 過去3年 

探
究
力 

①問題発見 22 99 47 5 22 3.80 3.74 

②情報収集 20 77 49 28 20 3.51 3.48 

③アイディア 25 74 58 13 25 3.62 3.68 

④計画性 28 75 51 17 28 3.64 3.71 

⑤粘り強さ 43 61 48 20 43 3.72 3.79 

表
現
力 

⑥詳細記録 41 65 49 18 41 3.73 3.89 

⑦要点整理 26 87 50 10 26 3.73 3.71 

⑧発表 17 69 58 25 17 3.40 3.37 

協
働
力 

⑨情報共有 45 67 48 13 45 3.81 3.96 

⑩役割分担 43 75 44 11 43 3.85 4.04 

⑪班員と議論 29 80 47 16 29 3.68 3.89 

主
体
性 

⑫進んで活動 38 85 37 11 38 3.82 3.87 

⑬自力思考 23 93 48 7 23 3.74 3.75 

科
学
性 

⑭精度信頼性 17 59 69 26 17 3.36 3.52 

⑮論理性 14 70 63 25 14 3.39 3.43 
 
※ 各質問文は次の通り。①観察・思考・調査等を通して疑問や問題を発見することができた。②適切な情報を十分に収集することができた。③研究を前進させ
るための具体的で適切なアイディアを出すことができた。④計画的に研究を進めることができた。⑤試行錯誤を重ねて粘り強く取り組むことができた。⑥こま
めにもれなく記録をとることができた。⑦データやアイディアをまとめて要点を整理することができた。⑧分かりやすく論理的な発表を行うことができた。⑨
班員と意思疎通を行って十分に情報を共有することができた。⑩班員と役割を分担して能率的に研究を進めることができた。⑪班員と議論することができた。
⑫自分から進んで活動することができた。⑬自分の力で考えたり判断したりすることができた。⑭ごまかしや曖昧さを避け、精度や信頼性にこだわって研究・
考察・発表できた。⑮可能性をもれなく考え、論理的に矛盾・無理・飛躍のない研究・考察・発表をできた。 
※ Ｓ：特にできた Ａ：できた Ｂ：どちらかといえばできた Ｃ：どちらかといえばできなかった Ｄ：できなかった 
※ 評価平均：評価を５段階に得点化（Ｓ５点～Ｄ１点）した平均値を表す。網掛けは比較的高い値（3.6以上）を示す。 
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３－１－３ 学校設定科目『究理Ⅱ』Scienceコース 
 

（１）仮説 

・「課題研究」の取組によって、科学的な研究に必要となる手法や知識・理解が深まり、主体的な態度の育

成に効果がある。 

・さまざまな「発表会」に向けての取組によって、情報機器の活用や情報の収集・発信に関する知識・技

能が向上する。 

（２）実施概要 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

究理Ⅱ 
（Ｓコース） 

２単位 
ＳＳ教室 

各実験室等 
理科・数学科 第２学年（35名） 

 

（３）内容 

①課題研究 

本年度の『究理Ⅱ』Ｓコース選択生より、１年次１月より準備活動を行い、長浜バイオ大学の蔡学長

による講義を受けた。また先輩の発表会を参観した後、「テーマ探索シート」の作成と班編成を行った。

具体的には作成した「テーマ探索シート」を５枚持ち寄り、班のテーマを決定していく。さらに本校の

教員や大学研究者との検討会を行い、ポスターセッションなどに参加することで、研究テーマの精度を

高めた。また課題研究を通して身の回りの生活や社会における課題・問題にも目を向けるため、昨年度

よりシートの項目に「身近な問題・社会問題」のチェック項目を設けて、テーマ探索シートの５枚の内、

２枚は「身近な問題・社会問題」を含むテーマを考えさせた。各テーマは巻末資料を参照。 

４月にオリエンテーションを行い、テーマについてさらに検討し、１年間の実験計画を立てさせる研

究計画書を作成した。その計画表をもとに担当教員が指導・助言を行い、研究の方向性と妥当性につい

て十分に検討した。昨年度から、大学教員の助言も度々入れ、より専門性を高める取組を行った。 

研究の際には、生物班が長浜バイオ大学の電子顕微鏡やＤＮＡスクリーニング、化学班が滋賀県東北

部工業技術センターの引張試験機、電子顕微鏡などを借用し、より専門的な実験データを出すことがで

きた。 

②班ノート、個人ノートへのＰＰＤＡＣサイクルの活用と評価 

研究班に「班ノート」一冊、個人に「個人ノート」一冊を持たせ、年度当初に書き方を指導し、研究

に取り組ませた。「班ノート」には、班内での議論や、研究の方法、データ、結果、考察など班員で共有

すべき内容を記録させた。こちらは次年度への研究の引継ぎにも活用している。「個人ノート」は探究の

過程を中心として、生徒が主体となって行動した証を書き込むように指導を行った。こちらはポートフ

ォリオとして活用できるようにしている。また「班ノート」、「個人ノート」それぞれにルーブリックを

作成し、学期末には教員による評価を行った。なおノート返却時に、教員と生徒との間で評価の共有を

行い、これまでの取組やノートの内容を振り返ることでノートの改善を目指した。 

③安全指導と倫理について 

主体的に行動するためには、リスク管理を行う必要がある。そこで、自主性を高めるための安全指導

を行った。本校で作製した安全ガイドブックを配付するとともに、ゼミごとに安全を確保するための確

認を実地で行った。また倫理面に関しても、別紙ガイドブックを作成、配付し、全員で確認を行った。 

④評価について 

例年、５件法による観点別の自己評価を実施していたが、評価を甘く採点する生徒と厳しく採点する

生徒がおり、妥当性について課題があった。「５件法」から「行動評価」へと切り替える検討をしている。 

⑤中間発表会 

１０月１４日に、各班が研究テーマの中間まとめを行い、ポスターにて発表した。運営指導委員の先

生方からの指導・助言を得ることにより、各班の研究方針や手法などの修正、点検を行った。昨年度と
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R04の課題研究アンケート結果

7月[研究前半] 10月[研究中盤] 2月[研究終了後]

同様に、各班が互いに助言し合い、高め合えるようにするため、コラボレーションシートを作成するこ

とで、互いのフィードバックが活性化するようにした。また、ポスターの作成に先立ってルーブリック

を提示し、より高い基準の評価へ移行するには、何をいつまでにすべきか、生徒自身で行動目標を定め

るとともに、必要に応じて教員によるコーチングを行った。この中間発表のルーブリックは、特に科学

的に正しいデータの表記ができることに重きをおき、発表会後には、複数の教員による評価をそれぞれ

の班にフィードバックすることで形成的評価も行っている。 

⑥校内発表会 

２月３日にこれまでの研究成果の発表を行った。ポスターセッション形式で、中間発表会と同様、事

前に評価基準を示したルーブリックを配付し、より高い基準の評価へ移行するにはどうすればよいかを

生徒自身が具体的に考えられるように促した。生徒もルーブリックを用いて、他の研究班に対して評価

を行い、それらをフィードバックすることで２月の課題研究発表会に向けた改善を促した。また『究理

Ⅱ』Ｓコースの選択を予定している 1 年生も発表会を参観した。来年度に向けて先輩の発表を聞き、研

究方法について質疑応答するなど、先輩からテーマ設定や研究についてのアドバイスを受けている。 

⑦課題研究発表会 

２月１７日の午後に本校第２棟化学室、物理室、生物室、ＳＳ教室の４会場を用いて、ポスターセッ

ション形式で行った。２年『究理Ⅱ』Ｓコース生徒が発表し、２年『究理Ⅱ』Ｄコースの生徒が聴衆と

して参加した。さらに校外からは、運営指導委員やスーパーバイザーをはじめとする研究者、地域企業

や活動団体の方々、県庁職員など多方面からの参加があり、本校の成果を広く普及することができた。 

（４）評価・課題 

①評価 

６月、１０月、２月に、同一のアンケートを実施した。このアンケートの結果について事前事後を比

較ことによって評価としたい。図１に令和４年度のアンケート結果を示す。多くの項目で数値が上昇し、

生徒たちが「３つの力と２つの態度」についての成長を実感していることが窺える。特にこの学年は課

題研究準備活動を行ったことにより、①問題発見や⑨情報収集、⑩役割分担の数値が最初から昨年より

高くなった。しかし、思考力・論理性に関する項目（⑬、⑮）などについては数値が減少しており、昨

年度と同様の結果となった。減少した理由としては、課題研究に実際に取り組み、指導を受けるにつれ

て、課題研究に必要な思考、論理性について明確にイメージができるようになるとともに、メタ認知の

能力が向上し、評価基準の精度が高まり、自己評価が厳しくなったと考えられる。この傾向は２期の研

究開発を進める中で見えてきたものであり、本年度もその性質が窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 令和４年度アンケート結果 

②課題 

生徒の評価基準を形成するという点で大きな成果であるが、生徒の達成感や自己効力感の向上につい

ては課題が残る。そのため、今後、「行動評価」を用いて生徒自身が達成感を感じ、自己効力感を向上さ

せながらも、自己評価をする評価法を研究する。 
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【令和４年度 １年 『究理Ⅱ』Ｓコース選択予定生徒（来年度選択生） 課題研究準備活動】 

①課題研究準備活動の意図と実施内容 

昨年度から、２年の秋に一定の成果をもって学会・研究会に参加することや研究精度の向上のため、

研究開始時期を早める活動を開始した。これを課題研究準備活動と称して、１年３学期より、オリエン

テーション、ゼミ選択、テーマ検討、班分けを行う。その際に長浜バイオ大学と連携した活動も行った。 

②オリエンテーション 

   １２月１９日放課後に、来年度の『究理Ⅱ』Ｓコース選択生を集め、オリエンテーションとゼミ選択に

関する説明会を行った。１年の３学期から３年生までの課題研究活動の概要を説明し、またゼミ選択に係

る各分野の特徴などを説明した。また、テーマ設定に関する講義や論文検索方法の提示も行い、「テーマ

探索シート」を配付した。冬休みから３学期にかけて自分の興味・関心と向き合い、テーマを設定する時

期とした。また、「研究計画書」もこの時点で配付し、すでに取り組みたい研究を考えている生徒の興味

を引き立て、実現できるようにした。 

③課題研究にむけた講演会 

   １月２４日に、課題研究に取り組む生徒を集め、科学的な「好奇心」を引き立てることを目的とした講

演を長浜バイオ大学学長・蔡晃植教授にしていただいた。この講演は『究理Ⅱ』ＳコースとＤコースを選

択する両生徒に向けて実施した。内容は過去から現在までサイエンスイノベーションを起こすきっかけと

なった世界中の研究を歴史的な背景も含めて教えていただき、また長浜バイオ大学で行われている最新の

研究についてご紹介いただいた。概要は下記のとおりである。生徒たちは興味深そうに聞きいり、また、

講演後には多くの生徒から様々な質問があがった。 

  （講演会概要） 

    日時：１／２４（火）１５：１０～  講師：長浜バイオ大学学長・蔡晃植教授 

題目：「長浜バイオ大学におけるバイオサイエンス研究について 

～サイエンスイノベーション時代に求められる研究とは～」 

④課題研究発表会の見学 

   ２月３日午後に実施した２年生校内発表会に来年度の『究理Ⅱ』Ｓコース選択生を集め、課題研究発表

会を見学した。１年生から研究内容に関わる質問や、課題研究の取り組み方などについて相談するなど、

発表会に参加することを通して自分の将来像を明確にすることができた。課題研究に取り組んだ生徒の姿

勢や態度を学ぶなど、双方にとって有意義なものとなった。 

⑤テーマ検討 

－１・校内テーマ検討会 

２月９日に１年『究理Ⅱ』Ｓコース選択予定生徒と校内教員で校内テーマ検討会を行った。「研究計

画書」を書いてきた生徒については、参加者の前で自分のテーマをプレゼンし、自分の研究への参加

者を募った。その後、生徒全員が「テーマ探索シート」を提示し、お互いのテーマを交流した。この

交流会の後、希望のテーマについてアンケートを取り、班編成を行った。 

  －２・長浜バイオ大学とのテーマ検討会 

    ３月１２日、２１日に長浜バイオ大学にて、長浜バイオ大学の教員と座談会形式でテーマ検討を行っ

た。来年度研究班は約 7 班となる予定であり、各班１名の教員が付き、研究テーマに関する討論をお

こなう。可能であれば、その教員の研究室なども見学し、どのような実験機器が使用可能かなども含

めて実験計画を検討する。 

⑥成果と課題 

（成果） ・課題研究の準備活動を１年段階で実施したことにより、２年生での研究時間が確保できた。 

・講演会や専門家とのテーマ検討によって生徒の探究に向かう態度が育成された。 

（課題） ・春休みから２年１学期にかけて活動が停止しており、２年生の研究開始が円滑に進まなかっ

た班があった。春休み中の研究活動を活性化させる取組が必要となる。 
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３－１－４ 学校設定科目『究理Ⅱ』Data scienceコース 
 

（１）仮説 

・データ駆動型の探究活動は「３つの力と２つの態度」の育成に効果がある。 

・データ駆動型の探究活動を導入することで、より多くの生徒を対象として実施可能な探究授業カリキュ

ラムを構築することができる。 
 

（２）実施概要 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

究理Ⅱ 
（Ｄコース） 

１単位 ＣＡＩ教室 
松宮敬広、五十嵐聡 

澤井俊孝 
第２学年理系（74名） 

 

（３）内容 
 

① 指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学期 月 日 内容 場所

11-15 ・ガイダンス　・情報実習（課題０：表の作成） CAI教室

18-22 ・情報実習（課題１：関数入力） CAI教室

25-29 ・情報実習（課題３：ＩＦ関数） CAI教室

2-6 ・情報実習（課題４：グラフの作成） CAI教室

9-13 ・情報実習（課題４：グラフの作成） CAI教室

23-27 ・情報実習（課題５：ヒストグラム） CAI教室

6-10 ・情報実習（課題６：グラフいろいろ） CAI教室

13-17 ・統計実習（散布図と相関）（課題８：散布図） CAI教室

20-24 ＜期末考査＞ HR教室

27-1 ・統計実習（散布図と相関）（課題８：散布図） CAI教室

7 11-15 ・統計実習（代表値、標本調査）（課題７：誤差棒） CAI教室

8 29-2 ・統計実習（代表値、標本調査）（課題７：誤差棒） CAI教室

5-9 ・統計実習（著作権と研究倫理）（課題９：引用） CAI教室

12-16 ・統計実習（著作権と研究倫理）（課題９：引用） CAI教室

26-30 ・探究活動ガイダンス（導入、データベース紹介） CAI教室

10-14 ・探究活動（班の決定、テーマ探索） CAI教室

17-21 ・探究活動（テーマ探索） CAI教室

24-28 ・探究活動（テーマ決定） CAI教室

31-4 ・探究活動（ﾃﾞｰﾀ収集分析） CAI教室

7-11 ・探究活動（ﾃﾞｰﾀ収集分析） CAI教室

21-25 ・探究活動（ﾃﾞｰﾀ収集分析） CAI教室

28-2 ＜期末考査＞ HR教室

5-9 ・探究活動（ﾃﾞｰﾀ収集分析） CAI教室

12-16 ・探究活動（ﾃﾞｰﾀ収集分析） CAI教室

9-13 ・探究活動（ポスター作成） CAI教室

16-20 ・探究活動（ポスター作成） CAI教室

23-27 ・探究活動（ポスター作成） CAI教室

30-3 ・探究活動（ポスター作成） CAI教室

13-17 ・探究活動（ポスター作成） CAI教室

20-24 ・班内相互発表 CAI教室

6-10 ・発表会準備 CAI教室

13-17 ・ポスター発表会 大会議室等

4

5

6

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

10

11

12

1

2

3

9
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② 情報処理実習 

表計算ソフトウェアを用いた図表の作成や関数の入力など、データ処理の基本操作の授業を行った。 
 
③ 統計的探究基礎実習 

後半の探究活動で活用する可能性が高いと予想されるデータ分析の基礎知識をいくつか選び出し、そ

れらの理解を深めるために実習形式の授業を行った。 
 
④ 探究活動 

滋賀大学データサイエンス学部の協力のもと、当該学部の１年次で開講される「統計学要論」の授業デ

ザインと教材を転用して探究活動を設計した。「地域防災計画の特徴を探る」ことをミッションとして掲

げ、ウェブ上で一般公開されているテキストデータ（地域防災計画）から、文字数などの量的データを抽

出し、それを基本データとしてデータ解析を行った。探究活動は班単位で行ったが、ポスターは個人単位

で作成し、個人評価の材料とした。探究授業の最後に３クラス合同でのポスターセッションを行う予定

である。 
 
（４）評価 
 

本取組を実施して今年度で５年目になる。生徒への効果や高大連携によるカリキュラム開発の成果につ

いては、昨年度までの報告書を参照されたい。ここでは、今後の課題とその対策について整理したい。 
 [テーマ設定に関わる課題] 

滋賀大学で開発されたデータ駆動型授業をアレンジすることで、高校でも実施可能なデータ駆動型授業

の展開例を築き上げることができた。この授業法の特徴は、どの学校でも利用可能なツールを使って、少人

数の教員が多人数の生徒を対象に探究型の授業を実践できる点にある。指導効率が良いことは、持続可能

な授業としては重要な要素であるが、一方で課題も含んでいる。『究理Ⅱ』Ｄコースの授業デザインでは、

効率と引き換えにテーマ設定の自由度を下げている。現在は、「地域防災計画」のテキストデータから数値

データを作り出し、それを用いて解析を行うということを原則としているが、生徒がこの原則を超えたテ

ーマを発想することもある。少人数の教員での指導体制を維持しつつ、テーマ設定の自由度をどのように

して広げるかということが、今後の大きな課題である。 
 
 [課題への対策] 

テーマの自由度を高めるためには、２つのハードルを越える必要がある。１つは、テーマ設定やデータ収

集にかかる時間を確保することだ。この問題に対応するために、本校ではカリキュラムの変更を行い、現

在、教科『情報』の代替として実施している『究理Ⅱ』Ｄコースの授業を、来年度から、『総合的な探究の

時間』に相当する授業として実施することとした。これにより、表計算ソフトウェアの使い方などの内容

を、別に実施する『情報』の授業の中で取り扱うことが可能となり、その分、『究理Ⅱ』の授業では、探究

活動に多くの時間をさけるようになった。 
２つ目が、自由なテーマに対応できる教員の確保や指導力の育成である。これを考える際に留意すべき

点は、データサイエンスの探究指導を得意とする特定の教員に頼るのではなく、「普通」の教員であっても、

指導可能なシステムをつくるということにある。そのため『究理Ⅱ』Ｓコースの授業デザインも参考にしな

がら、指導の効率性と探究の自由度を、ある程度両方とも保証できるようなシステムを開発したい。目下の

アイディアとして、「テキスト解析を行う」という点は固定して、解析するテキストを「地域防災計画」以

外にも広げていくことを検討しているところである。 
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３－１－５ 学校設定科目『ＳＳ数学Ⅰ』『ＳＳ数学Ⅱ』『ＳＳ数学Ⅲ』 

 

（１）仮説 

①数学の公式の成り立ち（証明）を吟味する取組を通して、表現力と協働力、科学的な態度を育成すること

ができる。 

②標準単位数以上の授業時間を確保し、学習内容を系統的に学び、発展的な問題に取り組むことを通して、

探究力や科学的な態度を育成することができる。 

 

（２）実施概要 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

ＳＳ数学Ⅰ ６単位 ＨＲ教室等 坂本・五十嵐・澤井 第１学年（199名） 

ＳＳ数学Ⅱ ６単位 ＨＲ教室等 川村・岩﨑・矢田・菅原 第２学年（ 91名） 

ＳＳ数学Ⅲ ４単位 ＨＲ教室等 徳原・矢田・菅原 第３学年（ 90名） 

＜年間指導計画：『ＳＳ数学Ⅰ』＞ 

※観点１…知識・技能 観点２…思考・判断・表現 観点３…主体的に学習に取り組む態度 

「ＳＳ数Ⅰ」 

期 月 学習単元 学習内容 
評価方法 

観点１ 観点２ 観点３ 

1 

4 

5 

 

6 

 

7 

第１章 数と式（数Ⅰ） 

 

 

第３章 ２次関数（数Ⅰ） 

 

第１節 式の計算 

第２節 実数 

第３節 １次不等式 

第１節 ２次関数とグラフ 

第２節 ２次関数の値の変化 

第３節 ２次方程式と２次不

等式 

 

① 

 

 

② 

 

 

① 

 

 

② 

 

 

⑤ 

 

 

⑤ 

 

2 

8 

9 

10 

11 

12 

 

第５章 データの分析（数Ⅰ） 

第４章 図形と計量（数Ⅰ） 

 

 

第１節 三角比 

第２節 三角形への応用 

 

④ 

① 

② 

 

④ 

① 

② 

 

④ 

⑤ 

⑤ 

3 

1 

2 

3 

第４章 三角関数（数Ⅱ） 第１節 三角関数 

第２節 加法定理 

④ 

(①) 

③ 

④ 

(①) 

③ 

④ 

 

⑤ 

※評価方法 

  ①…中間考査 ②…期末考査 ③…学年末考査 ④…復習テスト ⑤…復習ノート 

 （①）…数学科独自の中間考査 

「ＳＳ数Ａ」 

期 月 学習単元 学習内容 
評価方法 

観点１ 観点２ 観点３ 

1 

4 

5 

6 

7 

第２章 集合と命題（数Ⅰ） 

第１章 場合の数と確率 

（数Ａ） 

 

第１節 場合の数 

第２節 確率 

 

① 

② 

 

① 

② 

 

⑤ 

⑤ 
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2 

8 

9 

10 

 

11 

12 

第２章 図形の性質（数Ａ） 

 

第１章 式と証明（数Ⅱ） 

 

第２章 複素数と不等式 

（数Ⅱ） 

第１節 平面図形 

第２節 空間図形 

第１節 式と計算 

第２節 等式・不等式の証明 

第１節 複素数と２次方程式の

解 

第２節 高次方程式 

④ 

 

① 

 

 

② 

④ 

 

① 

 

 

② 

④ 

 

⑤ 

 

 

⑤ 

3 

1 

2 

3 

第３章 図形と方程式 

（数Ⅱ） 

第１節 点と直線 

第２節 円 

第３節 軌跡と領域 

④ 

（①） 

③ 

④ 

（①） 

③ 

④ 

 

⑤ 

※評価方法 

  ①…中間考査 ②…期末考査 ③…学年末考査 ④…復習テスト ⑤…復習ノート 

 （①）…数学科独自の中間考査 

 

＜年間指導計画：『ＳＳ数学Ⅱ』＞ 

「ＳＳ数Ⅱ」 

学

期 
月 単     元 学習の目標・留意点等 

考査と 

課題等 

 

 

 

 

Ⅰ 

４ 

５ 

 

６ 

 

 

７ 

 

８ 

第５章 指数関数と対数関数（数

Ⅱ） 

第１節 指数関数 

第２節 対数関数 

 

第６章 微分法・積分法（数Ⅱ） 

第１節 微分係数と導関数 

第２節 導関数の応用 

第３節 積分法 

指数を有理数まで拡張し、その有用性を学ぶ。また、

指数関数と対数関数について基本的な性質を学ぶ。 

 

微分係数と導関数について理解し、整関数について

その導関数を求められるようにする。 

導関数を用いて、関数のグラフをかき、最大値・最小値

等、関数の性質を調べる。 

不定積分・定積分について学び、曲線で囲まれた部分

の面積を求められるようにする。 

 

 

 

 

中間考

査 

 

 

期末考

査 

 

 

Ⅱ  

８ 

９ 

10 

11 

12 

第３章 関数（数Ⅲ） 

   

第４章 極限（数Ⅲ） 

第１節 数列の極限 

第２節 関数の極限 

簡単な分数関数と無理関数及びそれらのグラフの特

徴について理解する。合成関数や逆関数の意味を理

解し、簡単な場合についてそれらを求める。 

数列や関数値の極限の概念を理解し、それらを事象

の考察に活用できるようにする。  

 

 

中間考

査 

 

期末考

査 

 

Ⅲ  

１ 

 

２ 

３ 

第５章 微分法（数Ⅲ） 

第１節 導関数 

 

第２節 いろいろな関数の導関

数 

関数の積及び商の導関数について理解し、関数の

和、差、積及び商の導関数を求める。 

合成関数の導関数について理解し、合成関数の導関

数を求める。三角関数、指数関数及び対数関数の導

関数を求める。 

 

 

 

期末考

査 

「ＳＳ数Ｂ」 

学

期 
月 単     元 学習の目標・留意点等 

考査と 

課題等 

 

 

Ⅰ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

第３章 数列（数Ｂ） 

第１節 数列とその和 

第２節 いろいろな数列 

第３節 漸化式と数学的帰納法 

数列の概念を学び、その一般項と初項から第ｎ項まで

の和を求める。また、等差数列・等比数列以外の代表

的な数列について学ぶ。 

漸化式で表された数列について学び、代表的なもの

について一般項を求める。数学的帰納法による証明を

学習する。 

 

 

中間考査 

 

期末考査 
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Ⅱ  

８ 

９ 

10 

11 

12 

第１章 平面上のベクトル（数Ｂ） 

 第１節 ベクトルとその演算 

第２節 ベクトルと平面図形 

第２章 空間のベクトル（数Ｂ） 

ベクトルの概念とその実数倍、和、差を学習するととも

に、ベクトルの内積の概念とその応用を学ぶ。 

位置ベクトルにより、平面図形の性質を調べるととも

に、ベクトル方程式により直線や円を表すことを学習す

る。 

空間座標と空間ベクトルを学習し、空間図形の性質等

を探る。 

 

 

中間考査 

 

期末考査 

 

Ⅲ  

１ 

 

２ 

３ 

第１章 複素数平面（数Ⅲ） 

第２章 式と曲線（数Ⅲ） 

第１節 ２次曲線 

第２節 媒介変数表示と極座標 

複素数平面について理解し、それらを事象の考察に

活用できるようにする。 

平面上の曲線がいろいろな表されることについて理

解し、それらを事象の考察に活用できるようにする。 

 

 

 

期末考査 

 

＜年間指導計画：『ＳＳ数学Ⅲ』＞ 

学

期 
月 単     元 学習の目標・留意点等 

考査と 

課題等 

 

 

 

Ⅰ 

４ 

５ 

６ 

 

７ 

 

８ 

第６章 微分法の応用（数Ⅲ） 

第１節 導関数の応用 

第２節 いろいろな応用 

第７章 積分法とその応用（数Ⅲ） 

第１節 不定積分 

第２節 定積分 

第３節 積分法の応用 

導関数を用いて、いろいろな曲線の接線の方程式を

求めたり、いろいろな関数の値の増減、極大・極小、グ

ラフの凹凸などを調べグラフの概形を描いたりする。ま

た、それらを事象の考察に活用する。  

積分法についての理解を深めるとともに、その有用性

を認識し、事象の考察に活用できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

Ⅱ  

８ 

９ 

10 

11 

12 

数学Ⅲの問題演習 

 

数学Ⅲの問題集を用いて数学Ⅲの問題演習を行い、

学習の成果をより確かなものにする。 

「複素数平面」「式と曲線」「関数」「極限」「微分法」 

「微分法の応用」「積分法とその応用」 

 

中間考査 

 

期末考査 

Ⅲ 1 数学Ⅲの問題演習   

 

（３）内容 

①教科書に載っている公式の成り立ち（証明）などを理解することに関して、複数人での活動を実施した。 

②『ＳＳ数学Ⅰ』 

・「数学ⅠＡ」、「数学Ⅱ」の［式と証明］［複素数と方程式］［図形と方程式］［三角関数］を実施した。 

『ＳＳ数学Ⅱ』 

  ・「数学ⅡＢ」、「数学Ⅲ」の［複素数平面］［式と曲線］［関数］［極限］［微分法］を実施した。 

『ＳＳ数学Ⅲ』 

  ・『ＳＳ数学Ⅱ』で扱わなかった「数学Ⅲ」の内容や、より発展的な内容を実施した。 

 

（４）評価 

 ①理解が乏しい生徒が、分からない数学的な表現を理解できている生徒に聞くことにより、生徒同士の相互

関係から学びが生まれていた。意図的に正しい数学的な表現を使用し、論理的な考え方をするなどの様子

がみられ、仮説に挙げた力や態度が育まれたといえる。 

 ②［ベクトル］の続きで［複素数平面］を連続的に学ぶことができ、単元間のつながりをより意識づけでき

たとともに、複数の解答を考える中でさまざまな可能性を考える生徒の様子をみることができた。また、

発展的な問題に取り組むことを通して、粘り強く考える生徒や、自らさらに発展的な問題に取り組んでい

く生徒もいた。 
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３－１－６ 学校設定科目『ＳＳ物理』 

（１）仮説 

・授業における演習においてルーブリックを用いて基準を決めることで、論理力・記述力を向上できる。 

・授業の流れに沿って協働的な実験を実施することは、生徒の探究力、協働力を向上させる。 

・演習･実験両方において科学的な記述を課し、分析させることは、科学的態度や表現力を向上させる。 

・事前提示したルーブリックを用いて実験レポートや記述課題を評価することは、２つの態度の育成につ

ながる。 
 

（２）実施概要 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

ＳＳ物理（第２学年） ２単位 教室・物理室 宮田・中野 第２学年理系（76名） 

ＳＳ物理（第３学年） ４単位 教室・物理室 宮田・髙橋・中野 第３学年理系（73名） 
 

＜年間指導計画：「第２学年」＞ 

学期 月 単元（指導項目） 学習の目標 考査と課題等 

Ⅰ 

４ 

 

 

５ 

力と運動 
  平面内の運動 
 落体の運動 
剛体 

 平面の運動について，速度の合成・分解，相対速度，加

速度を理解する。水平投射や斜方投射のそれぞれの運動に

ついて理解する。剛体にはたらく力のはたらきについて理

解する。 

 
 
 

 

 

６ 

 

７ 

運動量の保存 
  運動量と力積   

運動量保存則 
  反発係数 
力学の体系的理解 

 運動量の変化と力積の関係を理解する。運動量保存の法

則について理解する。反発係数の考え方と衝突の際のエネ

ルギーについて理解する。 
運動方程式を積分することで、エネルギーの原

理や運動量と力積の関係を導出し、力学の体系的

な理解を図る。 

 
中間考査 
 
 
実験 
期末考査 

Ⅱ 

８ 

９ 

10 

 

 

 

 

11 

 

12 

円運動と万有引力 
 等速円運動 
慣性力 
単振動 

 万有引力 
 
 
波の伝わり方 
正弦波 

  波の伝わり方 

 等速円運動について、角速度、周期と回転数、等速円運

動の加速度や向心力を理解する。微積分を使って考える。 
慣性力や遠心力について理解する。単振動と円運動の関

係を理解する。また、単振動の変位、速度、加速度の関係

を、微分を用いて理解する。 
惑星の運動、第一宇宙速度、第二宇宙速度、静止衛星に

ついて理解する。積分を用いてエネルギーを導出する。 
単振動がつくる正弦波の式，位相について理解する。ホ

イヘンスの原理，平面波の反射・屈折，波の回折など，波

の伝わり方について理解する。 

 
 
実験 
中間考査 
 
 
 
実験 
 
期末考査 

Ⅲ 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

音の伝わり方 
   音の伝わり方 
   ドップラー効果 
光 
光の性質、レンズ 
光の干渉 

 音波の性質や伝わり方について理解する。波源の移動と

波長の変化を学習し，ドップラー効果について理解する。 
 
  光の性質についての理解、レンズの公式の理解をする。

ヤングの干渉や薄膜の干渉について数学的な取り扱いがで

きるようにする。 

 
実力テスト 
 
実験 
 
期末考査 

 
 
 
 
 
 
 

＜年間指導計画：「第３学年」＞ 

学期 月 単元（指導項目） 学習の目標 考査と課題等 

Ⅰ 

４ 

 

５ 

 

熱と気体 
・気体の法則 
・気体分子の運動 
・気体の状態変化 

 気体の分子運動論，熱力学の基礎が理解できるようにす

る。熱力学第一法則，気体の状態変化が理論的に扱えるよ

うにする。 
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６ 

 

 

 

 

７ 

 

電気と磁気 

電場 

・静電気力・電場・電位 
・物質と電場 
・コンデンサー 

電流 

・直流回路・半導体 

空間そのものに力を伝える性質があるという電場の考え

方から仕事と位置エネルギーの概念を用いて電位を導入す

る。コンデンサーを含む直流回路において，コンデンサー

の電気量と電流の関係に注目し，電流として運ばれた電気

量の総和がコンデンサーの蓄えた電気量であることを微

分・積分を用いて捉え，キルヒホッフの法則を適用して充

電・放電曲線を導く（微分方程式）。  

中間考査 

 

実験・実習 

 

 

 

期末考査 

Ⅱ 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

12 

電流と磁場 

・磁場・電流のつくる磁場 

・電流が磁場から受ける力  

・ローレンツ力 
電磁誘導と電磁波 

・電磁誘導の法則 

・交流の発生 

・自己誘導と相互誘導 

・交流回路 
原子 
電子と光 
・電子・光の波動性 
・X線・粒子の波動性 
原子と原子核 
・原子の構造とエネルギー準位 
・原子核・放射線とその性質 
・核反応と核エネルギー素粒子 

 電流がつくる磁場において，ビオ・サバールの法則を紹

介し，電流が流れる導線の微少部分がつくる磁場を導線に

沿って総和すると磁場が導出できることを，積分を用いて

体験し，様々な電流がつくる磁場には法則性があることを

理解する。 
 ファラデーの電磁誘導の法則の誘導起電力が磁束の時間

変化率に比例することを理解する。 

 

交流回路におけるインピーダンス，リアクタンス，電流

と電圧の位相差などを電磁誘導の法則・キルヒホッフの法

則より微分・積分を用いて導出する。 
 光や電子の波動性と粒子性，原子や原子核，素粒子にお

ける現象を原子核物理の歴史を踏まえて紹介し，量子論の

基本的な概念を理解する。応用として，発光ダイオードの

特性を扱う。 
 放射性崩壊について，崩壊確率が支配する現象であるこ

とを、微分方程式を用いて崩壊曲線を導出して確かめる。 

 
 
実験・実習 
 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 
 
 
 

期末考査 

Ⅲ １ まとめ 演習等を通じて物理的な思考力を深める。  
 

（３）内容 

①（探究型授業）詳細は「３－１－１０授業改善の取組」に記載 

 ②（記述とルーブリック）実験や日常の記述課題において、科学的記述を重視し、本校が目指す３つの力と

２つの態度の育成を目指す。その際、事前に実験書や課題とともに配付しているルーブリックを用いる

ことで、レポート作成、科学的記述における重点を意識させながら取り組ませる。 
 

（４）評価 

①（探究型授業）同上 

 ②（実験とルーブリック）実験において、グループで実験を行うことで協働力

の育成につながった。また、ルーブリックを用いたレポート作成によって、

探究力、表現力、主体的な態度を育むことができた。具体的にはグラフの

書き方や、考察の記述力が向上したといえる。今後、このような実験、レ

ポートの機会を増やし、将来研究に携わる生徒が実験、レポートにおける

基本的技能と科学的な思考力をより身につけられるようにしたい。 

 

（５）課題と今後の方針 

（記述とルーブリック）の取組において、家庭学習の中で実践する取組としては十分な時間を確保でき

るが、授業進度との兼ね合いから、実験や探究型授業を実施するための時間を確保できていない。そこで

教育課程の見直しを図った。ＳＳ物理を「２年２単位、３年４単位」から「２年３単位、３年３単位」と

し、２年生で探究型授業のテーマ数を増やすなど、探究型授業や実験を多く行っていく。また探究型授業

のテーマ数を増やすためにも「教科横断型」の授業を取り入れ、他教科・他科目と連携し、新しいテーマ

を生み出す仕組みを構築し、本校教員間で教科横断型のテーマを蓄積していく。 
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３－１－７  学校設定科目『ＳＳ化学』 

 

（１）仮説 

 ・探究の過程を重視した授業や社会と化学を関連づける取組において、グループ活動やペアワークを取り

入れることは、生徒の協働力や探究力を育む。 

・生徒が仮説に基づいて結果を予想し、実験を計画する取組は、先を見通す力や探究力、科学的な態度を

育む。 

（２）実施概要 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

ＳＳ化学 

４単位 ＨＲ教室等 杉山 将崇 

西脇  誠 

梅本 美保 

第２学年理系（119名） 

４単位 ＨＲ教室等 第３学年理系（ 97名） 

＜年間指導計画：第２学年＞ 

学 

期 

月 単元 

（ 指導項目 ） 

学 習 の 目 標 、留 意 点 等 

（ 実 験 ・ 実 習 ） 

考査と課題等 

Ⅰ 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

７ 

物質の構成粒子 

原子の構造と電子配置 

粒子の結合と結晶 

物質量 

原子量・分子量・式量 

化学反応の量的関係 

化学反応式 

酸・塩基と中和、中和滴定 

  電離度と塩 

・陽子、中性子、電子について原子の構造を理解する。また電子

軌道とエネルギーについて触れ、電子配置について理解する。 

・各結合のなりたちとその特徴を電子配置と電気陰性度を踏まえ

ながら化学結合についての理解を深める。 

・原子量や物質量について理解を深め、定量測定を理解する。 

・化学反応式の量的関係について、中和、酸化還元などの実験を

通して理解する。 

・酸と塩基を学習後、中和反応を利用した滴定実験を行い、基本

的操作を理解する。化学平衡の定性的な説明を加える。 

 

実験・実習 

レポート 

中間考査 

        

実験・実習 

レポート 

 

期末考査 

Ⅱ 

９ 

10 

11 

12 

 酸化と還元 

 酸化剤と還元剤 

イオン化傾向と電池 

 電気分解 

・電子の移動に着目して酸化還元のしくみを理解する。 

・イオン化傾向の測定と電池の作成実験を行い、理解を深める。 

・電池、電気分解では酸化還元反応と化学エネルギーについて理

解を深める。 

実験・実習 

中間考査 

実験・実習 

期末考査 

Ⅲ 

１ 

 

２ 

 

物質の三態と状態変化 

  気体の性質 

物質の状態と平衡 

  液体の性質 

・状態変化と気液平衡について理解する。 

・気体の状態方程式を扱い、理想・実在気体について考える。 

・溶解のしくみや溶解度、希薄溶液の性質、コロイドについて理

解する。 

 

実験・実習 

レポート 

期末考査 

＜年間指導計画：第３学年＞ 

学 

期 
月 

単元 

（ 指 導 項 目 ） 

学 習 の 目 標 、留 意 点 等 

（ 実 験 ・ 実 習 ） 

考査と課題等 

Ⅰ 

４ 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

化学反応とエネルギー 

熱化学方程式 

反応速度 

可逆反応と化学平衡 

化学平衡とその移動 

電離平衡  

有機化合物の特徴と分類 

有機化合物の分類と分析 

炭化水素アルコール 

  芳香族化合物 

・いろいろな反応熱を学び、化学エネルギーについて理解する。

実験を通して、ヘスの法則を検証する。 

・速さの表し方やその条件、化学反応が起こるしくみを学ぶ。 

・平衡定数、ルシャトリエの原理、電離定数、電離度、緩衝液と

ｐH、溶解度積について理解する。 

・弱酸‣弱塩基の遊離、塩の加水分解時におけるｐHを求める。 

・有機化合物の特徴と分子式の特定方法（元素分析）、構造の特

定に必要な官能基の化学的特徴について考える。 

・有機化合物の合成実験や検出方法、それぞれの性質を調べる実

験を行い、特徴を比較する。 

実験・実習 

レポート 

        

中間考査 

        

          

 

実験・実習 

レポート 

期末考査 
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Ⅱ 

９ 

 

10 

 

11 

12 

無機物質 

 非金属元素 

  典型金属元素 

  遷移元素・生活と無機物質 

高分子化合物 

天然高分子化合物 

合成高分子化合物 

・理論化学の知識をもとに、様々な反応の原理と特徴について、

各族の電子配置や反応性の関連を考察する。 

・代表的な元素を通して、性質や用途を学び、実験を通して遷移

金属錯体などの物質の同定を行う。 

・糖、アミノ酸・たんぱく質、核酸について学び、生物・生命と

の関連を意識しながら考察を行う。 

・人間生活との関連を意識しながら、その立体構造からなる物理

的性質について考察し、科学技術の進歩について考える。 

実験・実習 

レポート 

中間考査 

            

実験・実習 

レポート 

期末考査    

 

（３）内容 

①実験操作における見通しについて 

  理論、無機、有機の分野において、昨年度より実験回数を増やすとともに、プリントの事前配布

を行い、実験操作の考察を行うなど実験操作の意義について理解させる取組を行った。 
 ②協働学習 

   授業中に、生徒間の対話を通して、思考を深める取組を行う。実験の考察や問題演習などにおいて、

疑問点などを共有し、互いの知識や能力を向上させる。 

 

（４）評価 

実験操作の意義を理解した上で実験に臨むことにより、リスクの回避と事物・事象の理解が進んだ。ま

た協働学習により質問数が増えるなど探究する姿勢が育まれた。しかし、工業化学や応用化学など理系の

化学分野に進む生徒が少なくなってきている。化学の知識がどのように「ものづくり」に応用されている

のか伝える場が必要となる。1 年次から興味・関心を高めるために、進路選択や究理Ⅰにおいて、ＮＩＭ

Ｓなどの化学の利活用と将来性にふれて、化学分野に進学する生徒数を増やす取組などが考えられる。 

 

３－１－８ 学校設定科目『ＳＳ生物Ⅰ』『ＳＳ生物Ⅱ』 

 

（１）仮説 

 ・分子生物学分野の先取り学習は、バイオセミナーの理解を促進し、科学リテラシーの涵養につながる。 

 ・授業や考査など、生徒が主体的に考え、表現する機会を増やすことで、表現力や科学的態度を育める。 

 

（２）実施概要（令和３年度） 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

ＳＳ生物Ⅰ ２単位 教 室 上杉 真代 松宮 敬広 第１学年全員（199名） 

ＳＳ生物Ⅱ 
２単位 教 室 上杉 真代 第２学年理系（ 33名） 

４単位 生物室 細井 剛 第３学年理系（ 18名） 

＜年間指導計画：『ＳＳ生物Ⅰ』第１学年＞ 

学

期 月 
    単    元 

   （ 指 導 項 目 ） 学習の目標、留意点等 考査と課題等 

Ⅰ 

４ 

５ 

 

６ 

 
７ 

８ 

生物の特徴 

・生物の多様性と共通性 
・エネルギーと代謝 
・呼吸と光合成 
ヒトの体内環境の維持 
・体内での情報伝達と調節 
・体内環境の維持のしくみ 

・生物の基本的特徴を概説する。 
【実験】顕微鏡の使用法 
・血液凝固の詳細、循環系、腎臓の構造と機能

についても学習する。 
・チロキシン濃度低下の疾患の原因をフィード

バック調節の状態から考える。 
【実験】ミクロメーターの使い方 

 

 

 
実験レポート 

 

期末考査 



－28－ 

Ⅱ 

９ 

 
10 
 

 

11 
 

12 

ヒトの体内環境の維持 
・免疫のはたらき 
遺伝子とそのはたらき 
・遺伝情報とＤＮＡ 
・分子生物学研究の歴史 
・核酸の構造 
・遺伝情報の複製と分配 

・内分泌腺の異常と病気の関係も学習する。 
・免疫の医療への応用についても学習する。 
・染色体の構造、体細胞分裂、遺伝子発見の歴 
 史についても学習する。 
・ＤＮＡの構造やＤＮＡ複製、転写と翻訳の詳

細についても学習する。 
・ガードンの実験やバイオテクノロジーの原理

と応用についても学習する。 

実験レポート 
 

 
中間考査 

 
 
 

期末考査 

Ⅲ 

１ 
 
 
 
 
２ 
 
 
３ 

・遺伝情報の発現 
・バイオテクノロジー 
生物の多様性と生態系 
・植生と遷移 
・植生の分布とバイオーム 
・生態系と生物の多様性 
・生態系のバランスと保全 

・遺伝子検査やテーラーメイド医療の現状につ

いても学習する 
【実験】ＤＮＡ分配に関する実習 
・遷移やバイオームについて、地域の自然や世

界地理との関連もふくめて学習する。 
・学習した事が地球環境問題の理解につながる

ことを説明する。 

 
 

実験レポート 
 
 
 

学年末考査 

バイオセミナー（希望者対象） 
 長浜バイオ大学での連携講座 

・バイオテクノロジーに関する実習  

＜年間指導計画：『ＳＳ生物Ⅱ』第２学年＞ 

学

期 月 
    単    元 

   （ 指 導 項 目 ） 学習の目標、留意点等 考査と課題等 

 

 

 

Ⅰ 

 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

７ 

８ 

生態系とその保全 
・物質循環とエネルギーの流れ 
・生態系のバランス 
・人間活動と生態系の保全 
細胞と分子 

・生体物質、生体膜 

・タンパク質、酵素の働き 

・環境問題については、生態学の理論を応用し

ながら、その問題性と対策について考える｡ 
・生体物質については、化学での学習とのつな

がりを意識して展開する。 
・酵素反応は基本原理をもとに、どのような反

応グラフになるかを生徒に考えさせる。 

 
 

 
 
 

期末考査 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

９ 

10 

 

11 

12 

・細胞の構造とはたらき 

・細胞の活動とタンパク質 

代謝 

・代謝 
・呼吸と発酵 

・光合成、窒素同化 

・細胞の構造については、流動モザイクモデル

や膜タンパク質のはたらきについて図を多

用することで理解を深める。 
 
・Ｃ４植物、ＣＡＭ植物についても学習する。 

 

中間考査 
実験レポート 

 
期末考査 

 
 
Ⅲ 

１ 
 

２ 
 
３ 

遺伝情報の発現 

・遺伝子の発現調節 
生殖と発生 

・無性生殖と有性生殖 

・染色体、減数分裂 

・遺伝子発現のしくみは既習につき、発現調節

のみを扱う。 
・無性生殖や有性生殖の種類も学習する。 
・性決定についても学習する。 
・染色体不分離についても学習する。 

 

実験レポート 
 
 

学年末考査 
 

＜年間指導計画：『ＳＳ生物Ⅱ』第３学年＞ 

学

期 月 
    単    元 

   （ 指 導 項 目 ） 学習の目標、留意点等 考査と課題等 

Ⅰ 

４ 

 

５ 

 

６ 

 
７ 
 
８ 

生殖と発生 
・動物の発生と形態形成 
・植物の発生と形態形成 
動物の反応と行動 
・ニューロン、・刺激の受容 
・情報の統合と反応、行動学 
植物の環境応答 
・植物の反応、成長の調節 
・花芽形成と発芽の調節 

・多精拒否のしくみも学習する。 
・初期発生や形態形成における遺伝子の作用に

ついても学習する。 
 
・視細胞の光反応特性についても詳しく扱う。 
・シナプス後電位の発生についても学習する。 

 
 
 
 課題プリント 
 実験レポート 
 
  期末考査 
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Ⅱ 

９ 

 
10 

 

11 

 

12 

生物群集と生態系 

・個体群、個体群内の関係 

・異種個体群間の関係 

・生物群集、生物多様性 

生命の起源と進化 

・生命の起源、生物の変遷 

・進化のしくみ 

・コスト／ベネフィットの観点から個体群内や

個体群間の関係を考察する。 
・生物群集が共存できる条件や物質生産につい

ても学習する。 
・ハーディ・ワインベルグ平衡からの逸脱とい

う観点から進化のしくみを理解する。 
・生態学や適応進化の観点で種の消長を学ぶ。 

 

 

 中間考査 
 

 課題プリント 

 
 期末考査 

Ⅲ 

１ 
２ 
３ 

生物の系統 

 

・スーパーグループについても触れる。 
 

 

 

（３）内容 
 
［『生物』の内容の先取り学習］ 

『ＳＳ生物Ⅰ』では、高校生に必要な基礎的教養の観点から、第１学年全員を対象に、『生物』の分

子生物学分野の内容を一部前倒しして授業で取り扱った。具体的には、バイオテクノロジーの内容と、

その理解を助けるために、ＤＮＡの化学的構造、転写と翻訳等の詳細を扱った。また、例年、この学習

を踏まえ、長浜バイオ大学の協力のもと、１・２学年の希望者を対象にバイオテクノロジー実習を行う

講座（バイオセミナー）を実施しており、今年度も実施する予定である。 
 
［探究に関わる知識や技能を育む取組］ 

『ＳＳ生物Ⅰ』や『ＳＳ生物Ⅱ』の授業では、生命現象のしくみに関わる知識や理解だけでなく、生

物学的な探究を行うために必要な知識や技能を養う取組も行った。以下に今年度の取組の例を示す。 
 

事例１：実験レポートの再提出システム 

実験レポートをルーブリックに基づいて評価して生徒に返却したのち、生徒は教員からのフィード

バックを踏まえてレポートを修正して再提出する。再提出は任意だが、再提出によって改善された分

は評価に加点した。 

事例２：研究史の取り扱い 

現行の教科書では、生物学研究の成果だけが解説され、研究プロセスの説明は省略されることが多

い。しかしながら、探究力を育むためには仮説の立て方や実験デザインについて学ぶことが必要であ

り、生物学の研究史は有効な教材となる。そこで、『ＳＳ生物Ⅰ』『ＳＳ生物Ⅱ』では、探究的な発想

や手法を学ぶという観点から、生物学の古典的研究をできる限り授業で扱うようにした。 
 
［思考力・判断力・表現力を育成する授業］ 

生物の学習においては、語句の丸暗記をしてしまう生徒が多く、自分の学んだ知識を統合し、考えて

表現する力が不足しがちである。そこで、『ＳＳ生物Ⅰ』および『ＳＳ生物Ⅱ』の授業では、自分の考

えをまとめ、それを級友と話し合ったり、課題として提出したりする取組を実施した。また、考査にお

いても思考力を問う問題や文章で記述させる問題を出題した。 
 

事例１：単元ごとのキークエスチョンの提示と考査における文章記述問題の出題 

『ＳＳ生物Ⅰ』では、定期考査前に、単元で理解してほしい概念を問う質問（キークエスチョン）

を生徒に提示し、その質問に対する回答を書いてきた生徒には回答のポイントを記載したプリントを

渡すという取組を行った。定期考査には、キークエスチョンに関わる問題を多く出題し、数題は文章

記述型の問題として出題した。 
 

事例２：ペアワークやグループワークを利用した知識活用型課題を考える授業 

『ＳＳ生物Ⅰ』や『ＳＳ生物Ⅱ』の授業では、既習の知識やデータ・図を活用して解決する課題を

用意し、授業で活用した。ペアでの交流や、グループワークによるディスカッションなどの協働的活

動形式も用いて、これらの課題に取り組んだ。 
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（４）評価 

文系選択予定の生徒も含めて、多くの生徒がＰＣＲやｍＲＮＡの働きについて意欲的に学ぼうとする姿

勢をもっており、すべての生徒がバイオテクノロジーについて学習するが、新型コロナウイルス感染症が

蔓延する現在においてより意味を持つことが示唆された。 

探究に関わる知識や技能を育む取組や、思考力・判断力・表現力を育成する授業についても、生徒の感

想や教員による観察などから、生徒が前向きに取り組んでいることが伺えた。これらの取組の一部には任

意提出の課題も含まれており、提出率をさらに向上させる取組が必要となる。 

 

３－１－９ トランスサイエンスの問題を扱う授業 

 

（１）仮説 

・トランスサイエンスの問題を扱う学習指導法の開発は、科学と社会に関する問題意識の形成を促し、生

徒の知識や考え方の幅を広げる。 

・探究学習の改善の取組は、探究力・表現力・協働力を向上させ、主体的態度の育成に効果がある。 

 

（２）実施科目 

今年度の実施科目等について以下に示す。 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

総合的な探究の時間 １単位 ＨＲ教室等 筧聡、渡邊航大、細井剛 第３学年文系（100名） 

各科目 － － 各担当者 － 

 

（３）内容 

半期（１学期）の期間を使って、「地球温暖化対策税」、「出生前診断」、「宇宙開発に対する公的投資」

の３つの問題をテーマとして取り上げた。ＩＣＴを活用して肯定・否定の両方意見とその根拠の情報を収

集し、班ごとに準備を進め最終的にはディベートおよび他班のディベートのジャッジを行った。 

 

（４）評価 

授業中はもちろん、授業が終わった後も議論を交わす生徒の姿が見られ、科学と社会に関する問題意識

の形成を促すことができたと考えられる。また、自分が扱わないテーマについても、ジャッジを行う中で

主体的に考える姿が見られ、科学と社会問題に関する生徒の知識や考え方の幅を広げることができた。

「地球温暖化対策税」、「出生前診断」、「宇宙開発に対する公的投資」の３つのテーマで継続的に行ってき

たが、状況が変化していることから、今後は社会の状況に応じてテーマを適宜変更していく必要があると

考えられる。 

また、これまで１期目に作成した教材「メリット／デメリットカード」に改善を加えながら生徒の論理

的思考力の育成等を行ってきたが、一人一台端末や Wi-Fi 環境の整備が進む中で、今後はクラウド上での

助言や生徒間での情報共有を進めていくとよいと考える。整理しておくことで、ポートフォリオとして管

理していくことも容易となる。 

 

３－１－１０ 授業改善の取組 

 
 
（１）仮説 

ＳＳＨの取組を通じて、「３つの力と２つの態度」を育むという視点を共有することは、学校全体で授

業を改善していくことに効果がある。 
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（２）内容 

１期目の授業改善は、個人単位の取組を全員で実施するという形態であった。２期目からは、これをよ

り組織的な取組へと発展させるために、教科または科目単位の取組として実施した。経過措置中において

は、３期目に向けて「探究型授業」や「教科横断型授業」を推進している。 

 [①公開授業週間の設置] 

評価を事前に提示した授業法や探究型・教科横断型授業法を知るために、校内で年に２回「公開授業

週間」を設置し、全ての教員がどの教科・科目の授業でも見ることができるようにした。また、その際

に授業見学カードを用い、授業者と見学者双方にフィードバックがあるようにした。さらに、国際バカ

ロレア（ＩＢ）ともタイアップし、ＩＢの授業を見学し、一般授業とＩＢ授業の共通点や、ＩＢでの評

価方法について理解を深めた。 

[②一般授業における探究型授業や教科横断型授業の実施] 

   これまで、ＳＳＨが主体となる事業としての「探究型授業」（３－１－２『究理Ⅰ』３－１－３，４

『究理Ⅱ』参照）や「教科横断型授業」（３－１－９トランスサイエンス参照）は既に存在したが、探

究型授業や教科横断型授業がその他の授業にも広がりはじめた。散発的ではあるが、複数の授業が実施

された。その例を以下に記す。 
 

科目 概要 

化学 

究理Ⅱ 

対象：２年ＩＢ化学 究理ⅡＳコース 形式：教科横断型授業 

 鉱山跡のフィールドワークを通して、工学や化学分野への興味・関心を高めるととも

に、鉱山開発について教科横断的に考察した。具体的な取組として、足尾や別子銅山、

地元の土倉鉱山を比較し、歴史的背景や環境問題、その原因と対策など、多角的に分析

した。また究理ⅡＳにおいて、重金属イオンを吸着する素材の開発に取り組むなどＳＴ

ＥＡＭ教育についても実施している。 

物理 対象：２年理系物理選択者 形式：探究型授業 

『究理Ⅰ』ミニ課題研究をモデルに、教員側からテーマを４つ提示し、生徒に実験の

計画、実施、レポート作成を授業内で実施させた。３時間の授業時間で、「物理実験にお

ける留意事項（講義）」「実験の計画」「実験の実施」ができ、レポート作成は夏季休業中

の課題とした。『究理Ⅰ』をモデルにしたことで、短時間で探究実験を実施することがで

き、興味・関心を高めるとともに、物理実験の手法を向上させることができた。 

 

（３）評価 

①の取組により教科横断的な授業や探究型授業が２期目終盤より増加している。また新たなフィールド

ワークが実施されるなど、ＩＢとの連携も進んでいる。 

②のような教科横断型、探究型授業については、教員の負担や時間数の確保から実施数が少ないが、今

年度までの例をもとに、より多くの教科・科目で実施されるような工夫をしたい。 

 

３－１－１１ 『究理Ⅲ』 

 
（１）仮説 

科学的な研究内容について、要点を整理し英語でプレゼンテーション・質疑応答することは、知識や考

えの幅を広げ探究の質を高めるだけでなく、英語で自分の考えや意見を相手に伝える能力を養うことに効

果がある。 
 
（２）実施概要 

科目 単位数 活動場所 担当 対象 

究理Ⅲ １単位 第２CAI・CAI 
視聴覚教室 

塚田豊、宮部睦美 
Jamal Alhabeil, Aljaey Duke 第３学年(２３名) 
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（３）内容 

昨年度に学校設定科目『究理Ⅱ』Ｓコースを選択した理系生徒２３名を対象に、木曜第１時限の「総合

的な探究の時間」において、下記のとおり「究理Ⅲ・科学英語講座」に取り組んだ。 
 
〔講座の目標〕 
『３つの目標』 

・場面や相手の状況に応じて、臨機応変に適切な表現を選択し伝えることができる。 (Speaking) 
・思いついたことを、複数の英文で、不自然な間をおかずに話すことができる。      (Speaking) 
・話された一定の長さの内容・会話を聞いて、ほぼ全体を理解できる。              (Listening) 

『身に付けるスキル』 

・計画どおりに行動し、期限内にやり遂げることができる    （自己管理スキル） 

・他人と協力して課題をこなすことができる。         （社会性スキル） 

・身振りや表情等、様々な手段を活用して伝えることができる。 （コミュニケーションスキル） 

 
〔授業スケジュール〕 
第１回 第２回 第３回 第４回 
Jamal & Aljaey先生によ

るレクチャー 
視聴覚室  4/14 

原稿作成 
第 2CAI教室   4/21 
原稿完成・提出 4/25 

ポスター作成 
 
CAI教室     4/28 

ポスター完成・提出 
 
第 2CAI教室  5/12 

第５回 第６回 第７回 第８回 
プレゼン練習 
ポスター修正 
第 2CAI教室  5/26 

プレゼン練習 
ポスター修正 
第 2CAI教室  6/9 

Jamal & Aljaey先生 
プレゼンチェック 
第 2CAI教室  6/16 

Jamal & Aljaey先生 
プレゼンチェック 
第 2CAI教室  6/29 

第９回 第１０回 
クラス内プレゼン 
視聴覚教室  7/13 

Presentation Day 
日時：7月 14日（木）6限＋7限～放課後   会場：３棟２F 大会議室 

 
（４）評価 

ＡＬＴ２名と英語科教員２名の計４人が原稿やポスターの作成、プレゼンテーション実演の指導に当た

ることで、きめ細かな指導を行うことができた。Microsoft Teamsを用いることにより、生徒たちは、帰宅

後や週末などもオンラインで他の班員とつながり、英語での原稿とポスター作成作業を共同で行うことが

できた。このようなユビキタスな作業環境が整うことは、今後も探究活動や授業において大いに効率性と

利便性を高めることにつながると思われる。 
最終回の英語ポスタープレゼンテーション大会において、生徒たちは一様に、原稿を読むことなく、自

然なジェスチャーを駆使しながら、聴衆に向かってわかりやすく話そうとつとめていた。質問にもその場

で的確に自分の言葉で伝えようとする場面が随所に見られた。準備のための授業回数が限られる中、英語

の表現力をいかにより伸ばしていくかは今後の課題である。 
感想には「英語のポスターが見やすいものになるよう、何度も何度も訂正したことは大変だったが、と

ても良い経験になった。」「英語の質問にもほとんど回答できてよかった。今回の経験を大学でも生かした

い。」「英語で質問内容に答えるのが難しかったが、今回の講座を通して、将来英語を身につけることは必

要だと実感した。」「一般的な高校生が行わないレベルのことを経験できたことは将来的にとても役に立つ

と感じた。」等、本講座の取組の中で自らの成長や充足感を感じ、今回の経験を将来の学びに生かしてい

きたいという声が多くあり、全般的な取組の成果が見られた。 
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第２節 外部機関との連携に関する研究開発 
 

３－２－１ サマーセミナー 

（１）仮説 

・科学と社会のつながりを考える視点や問題解決的アプローチの導入は、生徒の問題意識を引き出し、知

識や考え方の幅を広げる。 

・大学で学問の最先端に触れ、高校で学んだ内容を実体験したり、学んだ内容を生かして探究的な活動を

したりすることで、科学研究への興味・関心や知見が広がり、進路に対する意識が向上する。 
 

（２）実施概要 

大阪大学大学院 連携講座（物理分野） 

日 時 ７／２７（水）（大学での実験） ９／３０（金）（オンライン発表会） 

活 動 場 所 大阪大学 豊中キャンパス 

対 象 第２学年（4名） 

内 容 ７／２７ 探究実験「重力と振り子についての探究」 杉山 清寛 教授 

午前：Borda振り子による重力加速度測定 

午後：重力と振り子に関する探究実験 

９／３０ オンライン発表会 

      大学教授、ＴＡと研究協議 

滋賀医科大学 連携講座（医学・看護学分野） 

日 時 ８／２２（月） 

活 動 場 所 滋賀医科大学キャンパス 

対 象 医学コース 第２学年（9名） 看護学コース 第２学年（16名） 

内 容 医学コース 「脳解剖学（脳の形と心）」 勝山 裕 教授 

「がんから見た医学」    中山 貴永 准教授 

「インフルエンザ」     伊藤 靖 教授 

看護コース 「科学としての看護学」   宮松 直美 教授 

      「『健康』とは」      伊藤 美樹子 教授 

      「人体のつくりと働き」   相見 良成 教授 

両コース共通「メディカルミュージアム見学」 

滋賀県立大学 連携講座（物理分野・生物分野・化学分野） 

日 時 ８／２３（火） 

活 動 場 所 滋賀県立大学キャンパス 

対 象 物理分野 第２学年（26名） 生物分野 第２学年（11名） 化学分野 第２学年（19名） 

内 容 物理分野 講義と実験「内燃機関～エンジンのしくみ～」河崎 澄 准教授  

生物分野 午前：講義と実験「水生生物の生態調査」細井 祥子 准教授 

     午後：講義と実験「DNAで診るイネ遺伝子の違い」清水 顕史 准教授 

化学分野 講義と実験「光エネルギーと材料」奥 健夫 教授 

滋賀大学 連携講座（データサイエンス分野） 

日 時 ８／１８（木） 

活 動 場 所 虎姫高校周辺・虎姫高校 

対 象 第２学年（12名） 

内 容 午前：野外調査「ドローンによる河川地形データ採集」 

午後：講義と実習「ハザードマップと河川地形モデルの作成」 

畑山満則 教授 田島 友祐 助教 
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慶應義塾大学小林研究会 連携講座（環境デザイン・建築分野） 

日 時 ８／１１（木）・１２（金） 

活 動 場 所 滋賀県長浜市田根地区 

対 象 第２学年（13名） 

内 容 １日目：講義「地域資源の再評価と利活用」小林博人 教授  

    実習「古民家の再設計・改修を通じた周辺地域のまちづくり」 

２日目：実習「古民家の再設計・改修を通じた周辺地域のまちづくり」 

（３）内容 

「発展的内容」「理系全員での実施」「事前指導と事後レポート」「質問することをテーマに据える」とい

う４点を１期目の成果から引き継ぎながら、実施した。また、社会課題の解決に関わる２つの講座も昨年

度に引き続き実施することができた。具体的には、「古民家再生×建築デザイン」をテーマとした慶應義塾

大学小林研究会との連携講座と、「防災×データサイエンス」をテーマとした滋賀大学データサイエンス学

部および京都大学防災研究所との連携講座を実施した。また滋賀医科大学での講座の中でも、「地域医療」

を含む講義内容が実施された。 

（４）評価 

［令和４年度 アンケートの結果］（単位：人） 

※評価平均…評価を４段階に得点化（「そう思う」４点～「そう思わない」１点）した平均値を表す。 

 

①講義の内容を自分なりに理解できたか。（理解度） 

講座 そう思う どちらかとい
えばそう思う 

どちらかといえば
そう思わない 

そう 
思わない 評価平均 

大阪大学（物理） 4 0 0 0 4.00  

滋賀医大（医学） 3 5 0 0 3.38  

滋賀医大（看護学） 5 7 0 0 3.42  

滋賀県立大（物理） 11 10 0 0 3.52  

滋賀県立大（生物） 3 7 1 0 3.18  

滋賀県立大（化学） 3 10 0 0 3.23  

滋賀大（ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ） 6 6 0 0 3.50  

慶応大（建築） 7 1 0 0 3.88  

 

②講義の内容に興味・関心を持ったか。（関心度） 

講座 そう思う 
どちらかとい
えばそう思う 

どちらかといえば
そう思わない 

そう 
思わない 評価平均 

大阪大学（物理） 4 0 0 0 4.00  

滋賀医大（医学） 3 5 0 0 3.38  

滋賀医大（看護学） 6 6 0 0 3.50  

滋賀県立大（物理） 7 11 3 0 3.19  

滋賀県立大（生物） 5 6 0 0 3.45  

滋賀県立大（化学） 9 4 0 0 3.69  

滋賀大（ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ） 9 3 0 0 3.75  

慶応大（建築） 8 0 0 0 4.00  
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③科学に関連する職業に就きたいと、より思うようになったか。（職業意識） 

講座 そう思う 
どちらかとい
えばそう思う 

どちらかといえば
そう思わない 

そう 
思わない 評価平均 

大阪大学（物理） 4 0 0 0 4.00  

滋賀医大（医学） 3 4 1 0 3.25  

滋賀医大（看護学） 8 4 0 0 3.67  

滋賀県立大（物理） 8 6 5 2 2.95  

滋賀県立大（生物） 2 7 2 0 3.00  

滋賀県立大（化学） 1 9 2 1 2.77  

滋賀大（ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ） 6 4 2 0 3.33  

慶応大（建築） 3 3 2 0 3.13  

 

④理科や数学を学習することは重要だと、より思うようになったか。（理数学習の重要性） 

講座 そう思う どちらかとい
えばそう思う 

どちらかといえば
そう思わない 

そう 
思わない 

評価平均 

大阪大学（物理） 3 1 0 0 3.75  

滋賀医大（医学） 4 3 1 0 3.38  

滋賀医大（看護学） 6 5 1 0 3.42  

滋賀県立大（物理） 11 9 1 0 3.48  

滋賀県立大（生物） 5 6 0 0 3.45  

滋賀県立大（化学） 10 3 0 0 3.77  

滋賀大（ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ） 7 4 1 0 3.50  

慶応大（建築） 5 3 0 0 3.63  

 

 

⑤自分なりに物事を考えてみることができたか。（思考度） 

講座 そう思う どちらかとい
えばそう思う 

どちらかといえば
そう思わない 

そう 
思わない 

評価平均 

大阪大学（物理） 4 0 0 0 4.00  

滋賀医大（医学） 1 7 0 0 3.13  

滋賀医大（看護学） 3 9 0 0 3.25  

滋賀県立大（物理） 10 11 0 0 3.48  

滋賀県立大（生物） 5 6 0 0 3.45  

滋賀県立大（化学） 7 6 0 0 3.54  

滋賀大（ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ） 7 5 0 0 3.58  

慶応大（建築） 7 1 0 0 3.88  

 

[直近 5年の評価平均推移] 

  H29 H30 R01 R03 R04 

①理解度 3.30  3.33  3.44  3.58  3.44  

②関心度 3.55  3.52  3.60  3.61  3.57  

③職業意識 3.29  3.23  3.38  3.42  3.16  

④理数学習の重要性 3.47  3.29  3.56  3.60  3.52  

⑤思考度 3.45  3.39  3.48  3.64  3.47  

※令和２年度は新型コロナウィルス感染症蔓延の  
ため、実施無し。 図：各項目の経年変化 2017年度（平成29年度）～2022年度（令和4年度） 
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［アンケート結果の分析］ 

  令和４年度については、ほとんどの項目で過去５年最高値となった令和３年度より、すべての項目に

ついて下降した。この要因として考えられることは、指定第２期中は２日間の実施となっていたが、経

過措置になり、一部講座を除き、１日だけの実施としたため、サマーセミナー全体の充実度が下がった

のではないかと考えられる。評価の低い生徒の記述内容をみると、「物理選択だから」「生物選択だから」

といったような、消極的な講座選択が見て取れ、自身の興味で講座を選択できるよう講座数や講座内容

に工夫が必要である。逆に、事前実験を行った大阪大学の講座や、２日間の実習を行った慶應義塾大学

の講座では、各項目がほかの講座に比べて高い数値となっている。 

仮説にあるように、探究的要素を多くした大阪大学の講座では、どの項目も非常に高い数値を保って

いる。また、社会とのつながりを意識した慶應義塾大学の講座も③職業意識以外の項目では非常に高い

数値となっている。 

これらのことから、サマーセミナーは「２日以上の活動」で「社会とのつながりを意識した講座」も

しくは「探究的な要素を多く盛り込んだ講座」が生徒の問題意識を引き出し、科学研究への興味・関心

を高め、知見が広がり、進路に対する意識が向上することが分かった。 

項目別でみると、③職業意識に対する評価平均は、前年度より 0.26ポイント下降している。１日間の

実施になり、講義の内容がどのように将来役に立つかの話題ができなかったのではと推測される。 

 

 ［今後の展望］ 

   「社会とのかかわり」について学ぶことは、生徒の興味・関心を引き立て、思考力を伸ばすことが

できるため、「産」「官」と連携するなど、社会とのかかわりを学ぶ講座内容の充実を図りたい。一方

で数年同じテーマで停滞している講座についてより生徒の興味・関心を引き立てる講座に改善してい

く必要がある。また主体性なくこの講座に参加している生徒も若干名みられる。生徒が主体的にこの

講座に参加するよう、ＳＳＨ事業全体として主体性を高める取組を行う必要がある。 

 

 

３－２－２ バイオセミナー 
 
 バイオセミナーは実施時期が３月であるため、実施年度の報告書に内容を記載することができない。そこで、

本項目では昨年度の取組内容について記載する。 

 

（１）仮説 

・生命科学に関する実習やワークショップを体験することで、『ＳＳ生物Ⅰ』で学んだ内容がさらに深まり、

現代人として必須の教養である生命科学に関する知見も広がる。 

・生命倫理や遺伝子技術に関する講義や実習に参加することで、科学と社会あるいは科学と個人の間にあ

る課題（トランスサイエンスの課題）についての問題意識を深めることができる。 

 

（２）内容（令和３年度） 

日時 令和４年 ２／１９（土）９：００～１６：３０ 

活動場所 長浜バイオ大学 命翔館「長浜学びの実験室」 

対象 第１学年・第２学年希望者（17名） 

内容 実験実習「自分の設計図を調べてみよう～ＰＣＲによるＡＬＤＨ２多型の鑑定～ 

講師  黒田 智  先生 

※２／１（火）に事前説明会（講師 黒田先生）、２／１４（月）にマイクロピペット操作実習を実施した。 
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（３）評価（令和３年度） 

［アンケートの結果］ 

未報告である昨年度の講座について、アンケート結果を以下に示す。 
 

項目 そう思う 
どちらかといえば 

そう思う 
どちらかといえば 
そう思わない 

そう 
思わない 評価平均 

①理解 7 10 0 0 3.4 

②関心 15 2 0 0 3.9 

③思考 11 6 0 0 3.6 
 

 ※ 表の数値は人数を示す。 

 ※ 表中のアンケート項目は、「①理解」が「①今回の講座の内容を、自分なりに理解できたか」、②「関心」

が②「今回の講座の内容に、興味・関心を持ったか」、「③思考」が「③今回の講座に参加して、自分なり

に物事を考えてみることができたか」を示す。 

 ※ 評価平均…評価を４段階に得点化（「そう思う」４点～「そう思わない」１点）した平均値を表す。 

 

［総評］ 

生徒の感想には、「学校で話を聞くだけだと、わかっていないのにわかった気になっていることが多い。

今日は実際に自分でやってみることで、ＰＣＲ法が以前よりわかるようになった。」「この一年間で生物

の学習を経て培われた知識があったことで、聞きながら理解することができた。」などと、『ＳＳ生物Ⅰ』

や『ＳＳ生物Ⅱ』の授業と関連付けた内容を述べるものもあり、この講座を受講することで授業の内容

理解が一層深まったことが窺えた。また、令和３年度は自分自身のＤＮＡを鑑定する内容だったことも

あり、「去年と同じくＰＣＲ法に関する授業であったが、今回は前回と違いＤＮＡ等の個人情報を扱うこ

との倫理的問題に着目されていた。そのため、作業そのものに大きな違いはなかったが新たな学びが得

られた。」などと、例年よりも生命倫理に関わる学びを感想に述べる生徒が多かった。１年生全員を対象

とした講座から、１・２年生希望者の講座へと変更して２年目だが、連続して参加する生徒がいたり、

先輩後輩間の交流が起こったりと、異学年希望者対象講座のメリットも再認識させられる講座となった。 

 

３－２－３ ＳＳＨ講演会 
 

（１）仮説 

 ・講義内容の記録や、疑問の書き出しによって、質疑応答を活性化させることができる。 

・科学に関わる様々な分野で活躍する人々が発信する情報や世界観に触れることで、科学に関する興味・

関心や問題意識が芽生え、生徒の知識や考え方の幅が広がる。 
 

（２）実施概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳＳＨ講演会「自然科学分野から学ぶ」 

日  時 １０／１２（水） 

活動場所 体育館 

演  題 時代を超えた科学技術者 国友一貫斎 

講  師 元京都大学理学研究科助教 冨田 良雄 氏 

長浜城歴史博物館学芸員   岡本 千秋 氏 

対  象 全学年（594名） 

64.7%

88.2%

41.2%

35.3%

11.8%

58.8%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない



－38－ 

（３）内容 

国友一貫斎の科学技術と「ものづくり」について、元京都大学理学研究科

助教の冨田良雄氏と長浜城歴史博物館学芸員の岡本千秋氏のお二人を講師

に招き、全校生徒対象の講演会を実施した。岡本氏からは、国友鉄砲に係る

歴史的な背景や日本初となる反射望遠鏡の作成など様々な発明品について

講演いただいた。また冨田氏からは望遠鏡に使われている反射鏡の素材につ

いて現代の科学的な分析による性能評価、ならびに反射望遠鏡の歴史、もの

づくりに求められる資質について講演いただいた。 

講演後には、講師と生徒、教員が互いにお気に入りの品を持ちより、魅力ある「ものづくり」をするために、ど

のような資質が必要とされるのか、パネルディスカッションを行った。 

 

（４）評価  

［ＳＳＨ講演会アンケート結果］（単位：人） 

①講演の内容を、自分なりに理解できたか。               ②講演の内容に、興味・関心を持ったか。            

 

 

 

 

生徒の多くは身の回りの地域社会よりも、先進的で科学的なテーマを求める傾向がある。過去のアンケ

ート結果が示すように「カワウが教えてくれること」などの地域社会に関する講演テーマは、生徒の関心

は低くなる傾向があった。ものづくりや新たな価値を創造するために、地域社会や歴史などの学際的な学

びを通して、なぜその科学技術が必要となるのか、ＮｅｅｄｓとＳｅｅｄｓの関係について考察し、自ら

課題を見出す取組が必要になると思われる。 

近江国国友村の幕府御用鉄砲鍛冶職の家に生まれた国友一貫斎は、江戸滞在中に多くの人物と交流し、

「ものづくり」の才を開花させ、ものづくりに必要な素材を追求し、実験を繰り返して記録を残すなど、

科学技術者としてあるべき姿を示している。生徒の感想も、「人とのつながりの中で、ひらめきや新しい

発見があるという言葉に感銘を受けました。ものづくりは、人とのつながりも大切なことを知りました。」

「当時最先端の素材を使い、反射鏡の面精度も高いのでとてもすごいと感じました。記録することの重要

さ、確実性をあげるために何度も反復すること、何より諦めずに挑戦することが大事だと改めて感じまし

た。」などの感想をもつ生徒もあり、国友一貫斎の人柄と科学技術者の姿勢について知る講演会となった。 

 

ＳＳＨ講演会アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 「天文学の今昔」 

令和元年 「カワウが教えてくれること」 

令和２年 「科学のモデルって何だろう」 

令和３年 
「宇宙最強のコンピュータ、量子

コンピュータを作ろう」 

令和４年 
「時代を超えた科学技術者 国友

一貫斎」 
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第３節 科学系クラブの育成及び地域との連携・成果の普及 
 

３－３－１ 科学探究部 
 

（１）仮説 

 ・発表会や研修会への積極的な参加により、科学系クラブの活動が活性化する。 

・研究発表やアウトリーチ活動、プレ研究活動によって、コミュニケーション力や科学的・論理的に情報

を整理する力が養われる。 

・ＰＰＤＡＣサイクルを何度も回すことで、生徒が研究の道筋を理解しながら探究活動を進めることがで

き、研究の質が向上する。 
 

（２）内容 

新入部員へのオリエンテーションとして、探究に必要なスキルを習得するプレ研究活動を３種類実施し

た。今年度は３つの研究テーマ（「鉄粉と炭素粉末の混合比による硝酸イオンの吸着」「浸す溶液によるろ

紙の燃え方の違い」「開管の共鳴によるろうそくの消火」）で研究と発表を行った。 
 

（３）評価 

  今年度はすべてのプレ研究活動を完成させることができ、新入部員のスキル習得も見られた。３つのテ

ーマに分かれて活動し、「浸す溶液による紙の燃え方の違い」の研究は秋季大会で入賞することができ

た。近年減少している外部発表やアウトリーチ活動の機会を増やしていくことが今後の課題である。 

 

３－３－２  サイエンスレクチャー 
 

（１）仮説 

 ・高校生が、小学生に対し、理科実験を踏まえた授業を計画し、授業を行うことは、生徒のメタ認知活動

（現在進行中の自分の思考や行動そのものを認識することにより、自分自身の認知行動を把握するこ

と）を活発にする。 

・対話を多くすることで学習中の思考活動、自己評価といったメタ認知活動が活発となる。 
 

（２）実施概要 

日時 活動場所 担当 対象 参加小学生 

１／２９

（日） 

虎姫高校 

物理室 

化学室 

理科教諭 
授業担当希望者 

（第１学年９名、第２学年２名） 
３０名 

 

（３）内容 

高校生が教師役として教壇に立ち、実験、観察、学びを通して高校生と小学生が交流する取組により、

地域の小学生の科学への興味・関心を高めることができ、また高校生は教えるという行為を通して、学び

の仕組み、メタ認知、そして高校の学習内容の関心を高める。 
〇生徒が計画したテーマとレクチャーの内容 

テーマ『銅の輝きをつくりだせ！～虎姫高校からの挑戦状～』 
 

（４）評価と総括 

授業の計画を立てる上で、どのような内容・順序で活動させると理解がしやすいのか、小学生の知って

いる知識や発達段階を考慮しながら、予備実験などを繰り返して生徒同士がお互いに授業の計画について

話合う姿が多く見られた。対話を通して先を見通す力を育むことができ、新たな実験をつくる取組を通し

て自己効力感が形成された。 
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第４章 実施の効果とその評価 

 各取組の具体的な成果と課題については、第３章の事業ごとの評価を参照するものとし、ここでは主に

大仮説Ⅰ～Ⅳを踏まえながら、事業全体にかかわる効果の検証とその評価を行う。 

 

４－１・生徒への効果（概観） 

 ＳＳＨ意識調査の結果をもとに、事業全体が生徒に与えた効果を評価する。 

第１学年 においては、「ＳＳＨ事業に参加したことで、科学技術への興味・関心・意欲が増した」と肯定

的な回答をしている生徒が５４％（図 4-1-1）、「科学技術に関する学習に対する意欲が増した」と肯定的

な回答している生徒が４１％（図 4-2-1）存在した。肯定的な回答が減少し、「わからない」という生徒が

増えている。また、「向上した興味、姿勢、能力」については、１６項目のうち、６の項目において肯定

的回答の割合が６０％を超えていた（図 4-3）。こちらも昨年度より、肯定的な回答の割合が全体的に低く

なっている。 

第２学年『究理Ⅱ』Ｓコース選択者 においては、「興味・関心・態度が増した」とする生徒が７４％（図

4-1-1）、「学習意欲が増した」とする生徒が５６％（図 4-2-1）存在し、昨年同様課題研究の取組が一定

数の生徒の情意面に前向きな変容を与えたことが窺える。肯定的回答の割合は１期から２期、本年度と進

むにつれて、低くなってきている。次に、「向上した興味、姿勢、能力」について見てみると、昨年度１

１項目が８０％を超えていたが、今年度は３項目にとどまり、全体的に数値が下がっている。その中でも、

⑧「周囲と協力して取組む姿勢」と⑨「粘り強く取組む姿勢」は依然と同じか高い数値を示している。 

第２学年『究理Ⅱ』Ｄコース選択者 においては、「興味・関心・態度が増した」とする生徒が６２％（図

4-1-1）、「学習意欲が増した」とする生徒が４９％（図 4-2-1）となり、２期平均を超える結果となった。

また、「向上した興味、姿勢、能力」について見ると、６０％を超す項目が６項目あり、これは昨年度の

１３項目より大きく減少している。 

第３学年『究理Ⅱ』Ｓコース選択者（「究理Ⅲ」履修生）においては、「興味・関心・態度が増した」と

する生徒が５９％（図 4-1-1）、「学習意欲が増した」とする生徒が５３％（図 4-2-1）となり、昨年度よ

り大きく下がった。さらに、「向上した興味、姿勢、能力」について見ると、８０％を超す項目が前年度

の１３項目から、本年度は８項目に減少した。 

全体として、どの項目でも肯定的回答の割合が減り、「わからない」の項目が増加している。これは経

過措置になったことにより、ＳＳＨの活動が減少したことや、普及・発信の取組が十分でなかったことに

より、意識が下がり、生徒が自身の活動をＳＳＨと認識せずに活動し続けていた可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-1 科学技術への興味・関心・態度が増したか 
（実施期ごとの比較） 

図4-2 科学技術に関する学習に対する意欲が増したか 
（実施期ごとの比較） 

 ＳＳＨ意識調査における生徒調査の結果を示す。１期：指定第１期（平成２４年度～平成２８年度）の平均データ。２期指定第２期（平成２９年度～令和３

年度）の平均データ。R4：令和４年度のデータ。２年Ｓ：『究理Ⅱ』Ｓコース選択者のデータ。２年Ｄ：『究理Ⅱ』Ｄコース選択者のデータ（平成３０年度以降）。

３年Ｓ：「究理Ⅲ」選択者（２年次の『究理Ⅱ』Ｓコース選択者）のデータ。（令和元年度以降） 
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第3学年Ｓコース選択生 第２期 R04

 ＳＳＨ意識調査の結果を示す。横軸の各興味、姿勢、能力の向上を問うた質問で、肯定的回答（「大変増した」「やや増した」）を合計した割合を縦軸に示す。

上から「第１学年全生徒」「第2学年『究理Ⅱ』Ｓコース選択生」「第2学年『究理Ⅱ』Ｄコース選択生」「第3学年『究理Ⅱ』Ｓコース選択生」の結果を示す。

年度はグラフ内の凡例を参照。①～⑯の略号の意味は次の通り；①未知の事柄への興味（好奇心）、②理科・数学の理論・原理への興味、③実験・観察への興味、

⑤学んだ事を応用することへの興味、⑥社会で科学技術を正しく用いる姿勢、⑦自分から取組む姿勢（自主性、やる気、挑戦心）、⑧周囲と協力して取組む姿勢

（協調性、リーダーシップ）、⑨粘り強く取組む姿勢、⑩独自なものを創り出そうとする姿勢（独創性）、⑪発見する力（問題発見力、気づく力）、⑫問題を解決

する力、⑬真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心）、⑭考える力（洞察力、発想力、論理力）、⑮成果を発表し伝える力（レポート作成、プレゼンテーショ

ン）、⑯国際性（英語による表現力、国際感覚）。※④観測や観察への興味については令和２年度意識調査から項目が削除されていたため、それ以前の結果も削除。 



－42－ 

４－２ 観点別の分析 

［Ⅰ．探究学習カリキュラムの拡充］ 

２期目では「探究学習カリキュラムの拡大」を２期５年間で予定通り達成することができ、３年間を

通した課題研究カリキュラムが完成した。２年『究理Ⅱ』Ｓコースでは、②「理科・数学の理論・原理

への興味」や⑤「学んだことを応用することへの興味」の値が低くなっているが、３年になるとこの項

目が高くなることが読み取れる。３年間を通した活動は非常に効果的であることが分かった。２年『究

理Ⅱ』Ｄコースのテーマ設定は限定的であったため、生徒への効果としては、上記の通り課題研究を行

った『究理Ⅱ』Ｓコースよりは低くなってしまった。このことから、探究活動における「課題設定」の

重要性がより顕在化し、今後Ｄコースにおいても「テーマ設定」に重きを置いた取組にすることが必要

である。 

［Ⅱ．普及性・普遍性のある授業法・評価法の研究］ 

３年間にわたる探究科目の実施や「トランスサイエンス」のような教科横断的な取り組みを１期から

２期を通して実施した結果、一般の授業の中で探究型の授業や教科横断的な取組の実施数が増加してい

る。これは、これまで、『究理Ⅰ』は全科目の教員が担当をし、理系『究理Ⅱ』Ｄコースは数学科・理

科に加えて社会科が、「トランスサイエンス」においては理科に加えて国語科・社会科が担当したこと

により、探究型、教科横断型の授業法・評価法が学校全体に普及したといえる。また、これらの授業法・

評価法の核となるテキストやルーブリックなどをＨＰで発信し、校外にも普及した。今後は、校外の学

校と連携し、これらの授業法・評価法の活用法をレクチャーし、また共に研究するなどの取組を実施し

ていくべきである。 

［Ⅲ．科学と社会のつながりを考える取組の充実］ 

本年度より、コロナウィルスの感染状況が以前より緩和したことから、発表会の外部参加を可能にし、

講演会の数も増やし、より多くの専門家（大学教授、地域企業、活動団体等）による講義・議論の場を

多く用意することができた。さらに、研究においても、探究スーパーバイザー制度で大学教員の指導を

受け、大学や工業技術センターの実験機器を使用することができた。これにより『究理Ⅱ』Ｓコースの

⑥「社会で科学技術を正しく用いる姿勢」が向上している。対して、『究理Ⅱ』Ｄコースの生徒が⑥「社

会で科学技術を正しく用いる姿勢」が低いのは、こういった外部による講義・議論の場が少ないからで

あると考えられる。次期申請時には『究理Ⅱ』Ｄコースの生徒もテーマから社会とのつながりを考え、

さらに外部による講義・議論の場をより増やす取り組みをするべきである。 

［Ⅳ．学びと探究に関する倫理観の涵養］ 

２期全体を通して探究科目において、レポートの引用・参考文献の明示、研究倫理ガイドブックの作

成・配布、論文検索実習の実施など、多くの探究に関する倫理教育を行った。昨年度までですでに探究

科目の中で一定の成果を得られており、本年度は理科の授業の中でも、安全教育を行った上、実験をし、

レポートの学問的誠実さを指導する授業が展開された。教員にもこの「学びの倫理観」という考え方が

浸透し、普段の課題やレポートでも学問的誠実性をより遵守するように指導する教員が増えた。この研

究倫理については、今後も校内外に普及し、科学技術系人材の基礎力の育成として継続していきたい。 

 

４－３ 教員および保護者の実感 

今年度の学校評価アンケートでは、「学校は、ＳＳＨ事業や高大連携事業により、生徒の学びへの意

欲や進路意識を高めている」という項目に対して、肯定的回答（そう思う、だいたいそう思う）の割合

が、教員では１００％であった。しかし、保護者では４１％と昨年度の８０％を大きく下回った。「わ

からない」と答えた保護者が昨年度の７％から２４％に増え、「あまりそう思わない」と答えた保護者

も２７％となった。経過措置となったため、生徒・保護者の「虎姫高校が SSH 校である」という認識が

大きく低下したことが要因かと考えられるため、より一層の広報を行い、今後も取組を継続していく必

要がある。 
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第５章 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

５－１ 研究組織の概要 
 

（１）ＳＳＨ推進室 

教務課に設け、専任の担当者（４名）を配置する。ＳＳＨ委員の事務局も兼ね、研究全体を取りまとめる。 
 

（２）ＳＳＨ委員会 

  全体計画や方針の策定、進行状況や課題の確認と共有、予算編成の協議等を行う。また、ＳＳＨ事業に係

る仕事を７つの分野に分け、ＳＳＨ委員は下記のいずれかの分野の担当責任者を兼務する。 

 ①委員構成 

   校長、教頭、教務課ＳＳＨ推進室、教務主任、理科１名、数学科１名、英語科１名、国語科１名、地歴

公民科１名、第１学年主任、第２学年主任、国際バカロレア担当１名 （教科代表と兼務可） 

 ②仕事分担 

  ・事務局 ············· 全体の企画・運営   ・会計担当 ················ 経理全般 

  ・広報記録担当 ······· 事業の紹介、Ｗｅｂページの作成、報告書等の取りまとめ 

  ・評価担当 ··········· 評価計画の立案、評価の分析 

  ・連携担当 ··········· 外部機関との連携に係る企画・渉外・運営 

  ・国際交流担当 ······· 科学英語講座、「究理Ⅲ」の企画・運営 

  ・授業研究担当 ······· 研究開発に関する企画・立案・統括。次の①～⑤にさらに分担される。 

①『究理Ⅰ』の企画・立案 ④「トランスサイエンス」の企画・立案 

②『究理Ⅱ』の企画・立案 ⑤授業改善の取組に係る企画・立案 

③ＳＳ科目の企画・立案  
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５－２ 組織的取組のための工夫と課題 
 

（１）工夫 

 ・担当者間での協議・情報共有体制の構築：月１回の頻度でＳＳＨ委員会を開催し、ＳＳＨに関わる情報の

共有や企画等の協議を行った。また、『究理Ⅰ』では必要に応じて、年に１０回程度の担当者会議を行

い、授業の進め方や進捗状況、問題点等について情報の交流と共有を行った。『究理Ⅱ』や「トランス

サイエンス」、「究理Ⅲ」の授業においても、適宜担当者会議を行い、状況の共有と今後の授業方針の

確認を行った。 

・職員への情報の周知：ＳＳＨ事業に関わる要項や実施報告、予算の協議、決算報告等について、職員会

議で議題や連絡事項として提出し、全職員への情報の周知を図った。また、新転任の教員もすぐにＳＳ

Ｈの取組に関わることになるため、新転任研修において、ＳＳＨに関わるガイダンスを行った。学校新

聞におけるＳＳＨ関連の記事掲載もＳＳＨ事業の情報や成果の共有メディアとして効果的であった。 

・高大連携に関わる統一書式の作成：謝金等に関わって連携先との交渉に必要な情報に関して、統一書式

を作成し、窓口担当が初心者でもスムーズに仕事を行えるようにした。 

・多くの教員が関わる運営体制：ＳＳＨ事業の運営や企画に年間を通じて直接携わる教諭（ＳＳＨに関わ

る授業の担当者、部活動の顧問、校内委員会の委員、外部との連携事業における窓口担当者）が全教諭

（常勤の講師を含む）に占める割合は約６０％であり、半数以上の教員が年間を通じて直接ＳＳＨの事

業に関わっている。 

・教科間連携の取組：一部授業では教科横断型授業を行い、その企画、実施、振り返りまで複数の教科・

科目の担当者が携わることで、探究的な取組や評価法を共有し、深化ができている。 

 ・運営指導委員会の体制：運営指導委員会は校内ＳＳＨ委員、滋賀県教育委員会担当者、および外部委員か

ら成る。現在、外部委員は、自然科学の多面的な分野からの助言を得られるように、分子生物学、電気電

子工学、化学工学、解剖学、統計科学、科学教育を専門とする６名の大学教員から構成されている。また、

この構成は、『究理Ⅱ』Ｄコースのカリキュラム設計、研究倫理や生命倫理、および教育評価や教育手法

についても専門的な助言を得られるような分野構成となっている。今年度は、運営指導委員からの助言を

もとに、３期目申請において、課題研究における発表方法や、外部との連携、評価の観点に改善を加えた。 

 ・探究科目の担当：今年度から来年度にかけて探究科目担当者の全校体制を整備している。来年度より２年

生文系において総合的な探究の時間が実施されることや、令和５年度の第３期申請に向けて『究理Ⅱ』Ｄ

コースの単位を増やす計画をしている（１単位→２単位）。また「究理Ⅲ」の生徒数増など学校内の研究

数が増加することが予想される。そのため教育課程検討委員会において、『究理Ⅰ』『究理Ⅱ』「究理Ⅲ」

について全校の教員で担当する指導体制の構築について議論し、推進している。今後ＳＳＨで確立した手

法を校内へより広くより深く普及し、より多くの教員が探究科目を担当できるようにする。 
 

（２）課題 

 ・より広範囲における一般授業での探究的取組や評価法の共有のため、教科間連携をさらに強め、より多く

の教員が教科横断型授業を実施していく必要がある。 

 ・国際バカロレア（ＩＢ）担当教諭との連携を図るため、ＳＳＨとＩＢで共通する目標や評価法を準備し、

相互の取組を共有するなど、協働していく必要がある。 

・それぞれの部署の仕事について、次の担当者に引き継ぎやすいような形でファイルを整理したり、引継

ぎのためのレジュメを作成したりする必要がある。 
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第６章 成果の発信・普及 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

（１）成果の発信・普及 

 ・滋賀県総合教育センター主催の中堅教員研修において、本校ＳＳＨ担当者が、探究型授業や、探究手

法に関する普及を行った。 

・１月１７日から１９日まで滋賀県教育委員会主催の「滋賀の教師塾」の塾生（大学生）１名を本校で

受け入れ、ＳＳＨ取組や探究科目の説明をした。 

・１月２４日、２月１０日に、本校の理科・化学の教諭が公開授業を行った。科学に関する探究型授業

を全県に向けて公開した。 

・『究理Ⅱ』Ｓコース課題研究について、１０月１４日に中間発表会、２月１７日に最終発表会を、ま

た７月１４日に「究理Ⅲ」英語ポスター発表会を開催し、県内外の大学教員、地域企業や活動団体の

方々、滋賀の教師塾の塾生、県内中高教員、ＪＣＭＵ職員などに向け、課題研究の成果を公開した。 

・１月２９日に、地域の小学生を対象とした科学講座「サイエンスレクチャー」を長浜市と協力して実

施し、地域に向けて普及した。 

・滋賀県立膳所高等学校のＳＳＨ科学技術人材育成重点枠事業「サイエンスプロジェクト２０２２」に

おいて、本校生徒が参加した。また、その連携校会議において、本校における探究科目の実施方法や

評価方法の共有をおこなった。 

・本年度ＨＰを大幅に更新し、２期目までの成果物（本校独自テキスト、評価ルーブリック等）を掲載

した。また、ＳＳＨに関する活動の記事を更新する頻度を上げた。 

・福井県立若狭高等学校と成果の共有や探究のテーマの交換し、交流を図った。次年度も交流を行う。 

・この他にも、県内外高校への探究学習の事例紹介や、報告書及び論文集の配布を行った。 

 
 
（２）研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

 ①探究学習カリキュラムの拡充 

・２期目までにおいて、１年から３年の縦の拡充と、１年全員２年理系全員の横の拡充がなされた。

今後は中間評価でもあったように、理系『究理Ⅱ』Ｓコース課題研究において、突出した成果を出

せるように「探究スーパーバイザー」など専門性を高める取組を実施し、さらに『究理Ⅱ』Ｄコー

スの単位数を増やす教育課程の変更を進めている。またテーマ設定などＳコースでの探究手法をＤ

コースや文系の探究に普及させるなど探究科目全体の深化を図る。 

 ②普及性・普遍性ある授業法・評価法の研究 

  ・『究理Ⅰ』の取組については、どの教科・科目の教員でも指導ができるようにテキストを作成し、

基礎的な探究手法を身に付けるための授業法や評価方法を普及することができた。今後はさらに担

当する教員数を増やし、学校全体で探究を担当する指導体制を構築する。 

・評価の取組については、『究理』で実践してきた評価方法を一般の教科やＩＢ科目にも普及し、さ

らに普及性・普遍性のあるものを再構築する。 

③科学と社会のつながりを考える取組の充実 

・地域や社会とのつながりを意識した探究活動を実施し、地域の探究活動の中核的な拠点となるよう

に、地元小中学校や大学と連携する。 

 ④学びと探究に関する倫理観の涵養 

・『究理Ⅰ』『究理Ⅱ』で行っている倫理観に関する取組を一般の授業にも拡大する。また、校外に

も普及していく。 

 ⑤その他の取組 

・課題研究の成果や科学探究部の活動について、学会などの外部で発表する機会を増やす。 

・ＨＰの改善などや地域連携など、普及事業をより活性化させる。 



－46－ 

第７章 関係資料 

７－１ 令和４年度教育課程表 
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７－１ 令和４年度教育課程表（つづき） 

 
 

７－２ 運営指導委員会の記録 

（１）令和４年度スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員（５０音順、敬称略） 

宇田川 潤  滋賀医科大学    教  授 

加納  圭  滋賀大学教育学部    教  授 

齊藤  修  長浜バイオ大学アニマルバイオサイエンス学科 教  授 

佐藤根大士  兵庫県立大学工学部    准 教 授 

田島 友祐      滋賀大学データサイエンス学部  助  教 

栁澤 淳一  滋賀県立大学工学部    教  授 

（２）第１回運営指導委員会 

【日 時】 令和４年 10月 14日（金） 13時 35分～16時 00分   本校大会議室 

【出席者】 宇田川潤 加納圭 佐藤根大士 田島友祐 栁澤淳一 

滋賀県教育委員会：臼井正士 河原真（司会） 

本校出席者：兼房校長、富岡教頭、川崎事務長、宮田、堀、田附（書記） 

【委員会次第】（１）開会挨拶（臼井参事、兼房校長） （２）日程説明    （３）出席者紹介 

（４）中間発表会に関する意見交流   （５）事業に関する指導助言等 

（６）その他           （７）閉会挨拶（臼井参事） 

【事業に関する指導・助言等（概要）】 

＜全員課題研究の指導体制について＞ 

□齊 藤：究理ⅡD で自由に課題テーマを設定するにあたり、データの収集方法や課題を設定するため

の手立てを考えるにあたり、生徒は班をつくるなど協力体制があるとよい。 

□宇田川：ⅡDで集めたデータをもとに課題を見出し、ⅡSがその課題を解決していく仕組みがあるとよい。 

□佐藤根：理系や文系などチームをつくる他にも、究理ⅡSで立てたテーマについて、ⅡDを取り組む生

徒が研究背景や論文などを集めてテキストマイニングするなど、役割分担するとよいのではない

か。また過去の先輩が集めたデータに基づいてⅡDで先輩の研究内容を検証するなど、引き継ぎ

研究を活用できないか。 
□田 島：製薬会社などにおいてどのようにデータサイエンス使っているのか、企業から講師を招き、

研究の過程と意義を知ってもらうことで、全体像をつかんでもらうとよい。また個人でも研究が

進めることができるようデータサイエンスに係るコンペティションを開くとよい。興味あるデー

タなどを使って勉強する場を提供し、参加することで自ら研究を進めることができるようになる。 
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（３）第２回運営指導委員会 

【日 時】 令和４年２月 17日（金） 15時 00分～16時 00分   本校大会議室 

【出席者】 宇田川潤 加納圭 齊藤修 佐藤根大士 田島友祐 栁澤淳一 

滋賀県教育委員会：武原正樹 比良正仁（司会） 

本校出席者：兼房校長、富岡教頭、川崎事務長、宮田、堀、田附（書記） 

【委員会次第】（１）開会挨拶（武原主幹、兼房校長）    （２）日程説明・出席者紹介 

（３）課題研究に関する講評・助言    （４）ＳＳＨ事業への助言 

（５）その他                            （６）閉会挨拶（武原主幹） 

【事業に関する指導・助言等（概要）】 

□齊 藤：研究の内容や魅力を簡潔に伝えられる生徒が多く、プレゼンテーション力がついている。生

徒が主体的に取り組んでいることが窺える。 

□加 納：人文科学的な研究テーマを組み込んではどうか。ＳＴＥＡＭ教育につながる。研究テーマに

関する場所へ、フィールドワークに行くとよい。 

□宇田川：データ処理に力を入れるとよい。ⅡDや１年生の生徒からも多くの質問が出るとよい。先輩が後輩

に研究内容の説明をさせて、興味をもたせてはどうか。 

□加 納：課題研究テーマ設定において、自分の研究室では学生に「なぜ？」から、「どのように？」と

いう問いに変える指導を行っている。具体的で焦点が定まったテーマとなる。 

 

７－３ 令和４年度課題研究テーマ  

『究理Ⅱ』Ｓコース   

[化学ゼミ] 

１班 ＰＧＡによる金属イオンの吸着効果 

２班 酸化油の梅干しによる粘性の変化 

３班 ＣＮＦを用いた強化寒天シートの作成 

４班 
アドベリーポリフェノールによるアイスク

リームの溶けにくさ 

[生物ゼミ] 

１班 
クモの巣の形状と風に対する強度と巣箱と

気温の関係 

２班 音が植物に与える影響 

３班 ミミズの光感知部位の特定 

[物理ゼミ] 

１班 ドミノの重心と終端速度の関係 

２班 風車の羽の重心と発電量の関係 

『究理Ⅱ』Ｄコース 

１班 
地域防災計画における「津波」の出現頻度

と隔海度の関係 

２班 
南海トラフ地震の最大震度と地域防災計

画について 

３班 
各都道府県の人口と新型コロナ累計感染

者数の関連性 

４班 
人口密度が地域防災計画の記述に与える

影響 

５班 「噴火」出現頻度と地域防災計画の関係 

６班 
「土砂」の出現頻度から見る地域防災計画

の特徴 

７班 
地域防災計画における「避難」と「人口」

の出現頻度の関係 

８班 
日本海側と太平洋側における「雪」の出現

頻度からみる地域防災計画 

９班 
地域防災計画は地域の特徴を反映してい

るか 

１班 日本の避難所の数は足りているのか 

２班 防災キャラクターと自然災害 

３班 電車の運休の数と「予防」の数 

４班 
地震の発生件数と防災計画の目次の数の

関係 

５班 
地震発生件数と地域防災計画の「地表」と

の関係 

６班 
「津波」「地震」に関する地域防災計画の

特徴 

７班 
地域防災計画は地域の特徴を反映してい

るのか 

８班 人口、人口密度と地震の語句数の関係性 

９班 
地域防災計画は地域の特徴を反映してい

るのか 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
表紙写真 ：天津神社（長浜市 今庄） 
裏表紙写真：カタクリ（米原市 醒ヶ井 林蔵坊） 

[ 写真：岡 美矢子 ] 
 

 
私たちは湖北地方の豊かな自然や風土の中で、多くの恵みを受けてい

ます。また、多くの歴史的価値のある文化財や自然の中で、広い視野を

持ち、自分を見つめ、たくましく未来を切り拓き、世界へ羽ばたく若者

が育っていくことを願っています。 
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